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発行にあたって

'99年｢環境報告書｣の初版を発行し、'03年には社会側面を加えた｢環境･社会報告書｣と改め本版

で10回目の発行となります。地球・社会の持続可能な発展のために私たちが取り組んでいる内容を、

全てのステークホルダーの皆様にご理解いただくため、本年も環境･社会･社員の章立てを継続し、皆

様からのご意見を参考にして内容の充実をはかりました。

特に海外拠点の拡大・国内子会社の追加などの変化点や第4次環境取り組みプランの進捗・海外植

林･国内森づくり活動の拡大などを詳細に報告し理解を深めていただけるよう心がけました。

また環境に配慮して、冊子の発行を取りやめ、開示形態をWebのみでの報告に変更しました。

詳細データはホームページの他のWebで関連情報とあわせてご覧いただけるようにしています。

最終頁に電子アンケートを記載していますので、皆様の忌憚のないご意見をお寄せくださいますよ

うお願いいたします。

環境・社会報告書2008
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トヨタ車体は1945年、トヨタグループにおけるトラックボデー専門メーカーとして誕生し、現在は主にミニ
バン・SUV・商用車の完成車両を皆様にお届けしています。
今後も、お客様が求める安全で、高品質なクルマづくりを進化させ、豊かな社会づくりに貢献していきます。

概要

会社プロフィール

当社は製品企画・設計から生産までモノづくりのプロセスをスルーに担当し、お客様に喜びと感動を提供す
るクルマづくりに心をこめて取り組んでいます。

事業・製品紹介

社 名
所 在 地

代 表 者
設 立
資 本 金
売 上 高

従業員数
土 地
事 業 所

トヨタ車体株式会社
〒448-8666 愛知県刈谷市一里山町金山100番地 
TEL.0566（36）2121
取締役社長　水嶋 敏夫
1945年8月31日
103億7千1百万円（2008年3月末現在）
1兆5,715億円（2007年度実績・連結）

16,067名（2008年3月末現在・連結）
2,073,000平方メートル（2008年度3月末現在）
本社／富士松工場
いなべ工場･吉原工場･刈谷工場･
寿 新規開発センター

：
：

：
：
：
：

：
：
：

●関連情報・詳細情報をご覧ください。
click http://www.toyota-body.co.jp/corporate/profile/index.html

●関連情報・詳細情報をご覧ください。
click http://www.toyota-body.co.jp/products/index.html

http://www.toyota-body.co.jp/products/index.html
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「環境」と「福祉」を重点に
豊かな生活環境づくりに
貢献していきます。

「環境」と「福祉」を重点に
豊かな生活環境づくりに
貢献していきます。

本年7月に北海道洞爺湖サミットが開催され「環境・気候変動」が最重要テーマの一つとして議論されました。中国や

インドも加わり、主要排出国がすべて参加して地球の将来について議論されたことは非常に有意義であったと思います。

グローバルな経済発展は大きな恩恵を人々にもたらしましたが、その一方で、地球温暖化に代表される環境問題が

深刻化しています。

「地球と社会の持続可能な発展」のためには、経済成長と地球環境保全の両立が必要であり、省エネルギーの商品開

発や生産活動など、環境対応技術を磨きあげることが求められています。

トヨタ車体株式会社 取締役社長

■ トップメッセージ
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また、日本国内に目を向けますと、高齢化の進展や総人口の減少など社会構造が変化し、将来の生活への不安が増加

しています。厚生白書によれば、2005年における65歳以上の高齢者人口は約20%で、2015年にはこの比率が27%

に上昇する見込みです。さらに2035年には高齢者比率は33%を超え、3人に１人が65歳以上という世界でも例のな

い高齢化社会が到来すると予測されています。

安心した暮らし、豊かな生活を送るために、より多くの人に移動の自由と喜びを提供する役割が、一層高まってきてい

ると認識しています。

当社は「環境との調和」「生活空間を豊かにするよい商品の提供」を基本理念に掲げ、豊かな社会づくりに貢献できる

よう事業を進めてまいりましたが、本年は経営のキーワードとして「環境と福祉」を掲げ、直面する課題に積極的に対応

するべく事業活動を進めています。

本年3月に「トヨタ車体2020年ビジョン」を策定しましたが、その第一に、「地球環境、社会と共生し、価値提供を世界

に広げる」ことを明示し、その具体的経営計画として策定した会社方針では「環境、社会、社員のためのグッドカンパニー

づくり」を重点課題として掲げています。

具体的には車両の軽量化やリサイクル性の向上など環境にやさしい商品の開発、CO2の発生を抑える工場づくりを

進めるとともに、高齢者や障害を持つ方たちの自立を支援する福祉車両・福祉機器の開発と提供、国内外での緑化活動

を中心とする環境保全に向けた社会貢献活動を重点的に推進しています。

以上述べましたような考えで、当社が社会から成長を期待していただけるような「良い会社（Good Company）」とな

るために取り組んでいる活動を報告書としてまとめました。皆様の忌憚のないご意見をお待ちしています。
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（1963年制定） （1995年制定、2004年改定）

環境との調和とオープンでフェアな
企業行動を基本とし、国際社会から信頼され、
豊かな社会づくりに貢献する企業をめざす。

お客様を第一に考え、研究と創造を通して、
生活空間を豊かにする「よい商品」を提供する。

人と組織を活性化し、
創造力と活力ある企業風土をつくり、
企業の繁栄と社員の幸せを追求する。

取引先との相互信頼と開かれた取引関係を基本に
互いに経営体質の強化に努め、
長期安定的な成長と共存共栄を実現する。

1.

2.

3.

4.

■ 経営理念

地球と社会の持続的な発展に貢献するための経営上の考え方・価値観を
社是・基本理念に明文化し、全ての世代を通じて共有化し伝承してきました。

社是 基本理念
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（2008年3月策定）

① 地球環境、社会と共生し、価値提供を世界に広げる
② ミニバン、SUV、商用車を核にして、モノづくりの技術を磨き事業を進化させる
③ マネジメントを変革し、グローバル企業としての経営体質をつくる

Breakthrough 2020

次代への飛躍に向け、意識変革と技術の革新を
● 国内から世界へBreakthrough
● 技術をBreakthrough
● 一人ひとりのマインドをBreakthrough

トヨタ車体は、創業以来のチャレンジ精神と変化を先読みした先見性に磨きをかけ
「Breakthrough」 を合言葉に、次代への飛躍をめざします。

トヨタ車体2020年ビジョン
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毎月の取締役会で、経営の重要事項の意思決定を行うとともに、取締役の職務執行を監督しています。
2005年6月の定時株主総会を機に、経営の迅速な意思決定と事業領域の拡大に対応したオペレーション機能の強化を
目的として、「取締役数のスリム化・執行役員の新設」を柱とした新役員制度を導入し、経営効率の一層の向上に取り組んで
います。

的確で、迅速かつ効率的な経営を目指して

コンプライアンス、リスクマネジメント、環境保全などの全社的課題に対応するため、「リスクマネジメント推進委員会」「環
境委員会」「安全衛生委員会」など、各種の委員会を設置し、経営や企業行動のあり方について審議、モニタリングしています。
2006年リスクマネジメント委員会の下部機構として内部統制委員会を設置し新会社法への対応をはじめとした内部統
制体制の充実を図りました。2007年度はJｰSOX法への対応など、しくみのさらなる充実を図り、従業員一人ひとりへの周知
徹底など定着化を進めています。

各種委員会による全社的課題への対応

監査役は、監査役会で策定された監査方針および監査計画に基づき、取締役会をはじめとする社内の重要会議への出席や、
業務および財産の状況調査を通して取締役の職務執行ならびに当社・子会社の業務や財政状況を監査しています。

監査役会による経営の透明性の確保

■ コーポレートガバナンス

経営環境の変化に迅速・的確に対応するガバナンスの確立
当社は、社会から信頼され社会に貢献する企業として企業価値を向上するためには、
コーポレート･ガバナンスの充実・強化がその基本と認識しています。
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株 主

監 査 役 会
（過半数の社外監査役）

会 計 監 査 人
執 行 役 員

取 締 役 会
報告監査

監査

監査役選任

取締役選任

環境委員会

リスクマネジメント推進委員会

労使協議会・労使懇談会

中央安全衛生委員会

■ 当社のコーポレートガバナンス



10

■ コンプライアンス

社会からの信頼をより強固なものとする企業風土づくり
コンプライアンスを「法令遵守」にとどめるのではなく、会社ならびに会社で働く一人ひとりが、
企業人・社会人として適切な行動ができるような、健全な企業風土づくり活動として推進しています。

全役員をメンバーとする「リスクマネジメント推進委員会」
は、当社グループにおけるコンプライアンス・リスク管理な
どの企業行動全般に関する統括をしています。
コンプライアンス体制としては、リスクマネジメント推進
委員会を母体にコンプライアンス主管部署によるしくみ上
の問題点の有無を自主点検するなど全社の法令遵守の徹
底を図っています。
また、会社と社員へのコンプライアンス徹底のために、「私
たちの約束すること（トヨタ車体グループ行動指針）」を策
定し、教育・研修などの場で継続的に徹底を図っています。
さらに、行動指針を携帯できるカード化し、全社員が一人
ひとり署名することで、より意識を向上させる工夫もして
います。

リスクマネジメント推進委員会を母体にコンプライアンスの
徹底と意識の向上

トヨタ車体グループ行動指針

トヨタ車体グループ行動指針
携帯カードclick http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/comp/pdf1.pdf

●「行動指針」の詳細をご覧ください。

http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/comp/pdf1.pdf
http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/comp/pdf1.pdf
http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/comp/pdf1.pdf
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「お客様を大切にする」、「成果を生み出すための業務プロ
セスを大切にする」、「人と職場の活力を大切にする」ことを
主軸に、10項目のとるべき行動からなるＢasic MAPを「社
員の行動指針」と併せて展開しています。

私たちの大切にするもの（Ｂａｓｉｃ ＭＡＰ）の
策定と展開

企業倫理相談窓口の設置

社員とその家族の気持ちを受けとめ、風通しが良く、働き
やすい職場づくりに向けて、労働問題、コンプライアンスに
かかわる相談や疑問をＥメール・電話・手紙で直接受け付け
る相談窓口「ホント・コム・ネット」や、弁護士による社外相談
窓口「企業倫理ホットライン」を設置し、広くトヨタ車体グル
ープ全体に展開し、適切な対応ができる体制を整えています。

Basic MAP 企業倫理相談窓口の
ご案内

click http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/comp/pdf2.pdf
●｢Ｂasic MAP｣の詳細をご覧ください。

click http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/comp/pdf3.pdf
●｢企業倫理相談窓口｣の詳細をご覧ください。

http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/comp/pdf2.pdf
http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/comp/pdf3.pdf
http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/comp/pdf2.pdf
http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/comp/pdf3.pdf
http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/comp/pdf2.pdf
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■ トピックス

当社の主力製品の1つである、ランドクルーザー100を10
年ぶりにフルモデルチェンジし、ランドクルーザー200がデビ
ューしました。当社が開発を担当したランドクルーザー200は
世界最高水準の走破性・信頼性と、高級車らしい快適性能を併
せ持つ「4ＷＤ車の王者」と呼ぶにふさわしいクルマに仕上り、
2007年度グッドデザイン賞を受賞することができました。

King of ４WD All Over The World「ランドクルーザー200」新登場

ランドクルーザー200

（'07年9月）

ミニバンの頂点を極めた初代アルファードが、新型「アルフ
ァード」および、新型車「ヴェルファイア」として生まれ変わりま
した。燃費の大幅な向上、安全性能・操縦性・走行安定性の向
上をはかり、発売から1ヶ月の販売台数は目標の6倍と好評を
いただいています。

新型「アルファード」、新型車「ヴェルファイア」誕生

ヴェルファイア

（'08年5月）



13

アメリカ ミシシッピ州におけるオートパーツ マニュファク
チャリング ミシシッピ株式会社（Auto Parts Manufacturimg 
Mississippi Inc.）は、トヨタ自動車株式会社が2010年後半に
生産を開始するミシシッピ州新工場に供給する自動車用プレス・
溶接部品および樹脂部品を生産します。当社のアメリカでの事
業展開は今回が初めてとなります。

岐阜車体工業株式会社が当社100％出資の子会社となり、
トヨタ車体グループの一員に加わりました。
当社と岐阜車体工業は、さらなる関係強化をはかり、品質・

コスト競争力の向上に努めてまいります。

オートパーツマニュファクチャリング
ミシシッピ株式会社を設立

岐阜車体工業株式会社が
トヨタ車体グループの一員に（'07年7月） （'07年10月）

ミシシッピ進出を発表する水嶋社長 岐阜車体工業（株）本社
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鹿児島県霧島市が推進する「企業との協働の森づくり事業」
支援の協定書に調印し、活動を開始しました。
森づくりの活動は、インドネシア、愛知県、三重県、高知県に
続き5件目となりました。

第40回東京モーターショーに「うれしいクルマ、やさしい暮
らし。」をテーマとし、当社独自の技術力をいかした計8台（含.
コンセプトカー4台）を出品しました。

霧島市との「企業との協働の森づくり事業」に調印東京モーターショー2007へ出展

トヨタ車体研究所（当社子会社）とともに支援を開始

（左）ボデーが植物由来の材料でできた小型電気自動車コムスBP（バイオプラスチック）
 ［ワールドプレミア・参考出品］

（'08年2月）（'07年10月）
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技術研修センターにプレス・樹脂成形・検査職種の教育コー
スを追加。
06年12月から教育を実施している職種と併せ、全職種の
新人基本技能教育が一元的に実施できるようになりました。

いなべ工場が1993年の操業以来15年目で生産累計台数
200万台を達成しました。
次の300万台に向けて、安全で高品質なクルマを効率よく

つくり、すべての面でオールトヨタのモデル工場となるよう
めざしています。

新たに3職種の研修体制を整備 いなべ工場で２００万台達成

企業スポーツ推進

アジア選手権で優勝
（山本選手）

オリンピックでの力走
（山本選手）

Photo by Satoshi Takasaki / JTU

樹脂成形職種の品質確認 達成記念式典では今後も、安全で高品質で効率よいクルマづくりを誓った

（'08年3月） （'08年3月）

トライアスロン競技部は、山本選手がアジア選手権で優勝し、北京オリンピック大会の出場権を獲得し
ました。北京オリンピック大会では、一時トップに立つなど健闘しました。
陸上部は、大南（博）・（敬）姉妹に加え、新たに阿蘇品選手を加え、マラソンに挑戦しています。
男子ハンドボール部は、昨年に続いて日本ハンドボールリーグでプレーオフ出場（最終順位 4位）を果
たしました。また、酒巻監督が全日本の監督に、5名の選手が全日本メンバ
ーに選ばれました。
女子バレーボール部は、Ｖプレミアリーグで7位と昨年より順位を上げる

ことができました。
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トヨタ車体環境基本方針

●「トヨタ車体環境基本方針」は、当社ホームページをご覧ください。

http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/policy/index.htmlclick

豊かな21世紀社会へ貢献1

環境技術の追求2

自主的な取り組み3

社会との連携・協力4

豊かな21世紀社会へ貢献するため、環境との調和ある成長を
めざし、事業活動の全ての領域を通じて、ゼロエミッションに
挑戦します。

未然防止の徹底と法基準の遵守に努めることはもとより、地
球規模の環境課題を踏まえた自主的な改善計画を策定し、継
続的な取り組みを推進していきます。

環境技術のあらゆる可能性を追求し、環境と経済の両立を実
現する新技術の開発と定着に取り組みます。

関係会社や関連産業との協力はもとより、政府、自治体をはじ
め、環境保全にかかわる社会の幅広い層との連携・協力を構
築していきます。

環境のために

トヨタ車体は、環境基本方針に“豊かな21世紀社会への貢献に向けたゼロエミッション”を掲げ、車両の開発から生
産、使用、廃棄、リサイクルに至るすべての段階で、環境負荷低減に取り組んできました。2005年には第4次となる
「トヨタ車体環境取り組みプラン（2006～2010年度活動）」として、①エネルギー・温暖化対策、②資源循環、③環
境負荷物質低減について2010年度までに達成すべき目標を設定し、トヨタ車体グループが一丸となった取り組み
を推進しています。

環境方針

http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/policy/index.html
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環境取り組みプランの変遷

環境取り組み体制 （08年7月現在)

委員長 ： 水嶋社長 
地球環境保全・地域環境保全に関する基本事項の方針
設定と全社活動の総括推進

委員長 ： 田中専務 
開発段階における省資源、環境負荷低減に貢献する技
術及び製品の開発に関する基本事項の審議

委員長 ： 山岡専務
生産活動に関わる省資源、省エネルギー、資源の再利用
に関する技術開発及び生産活動に関する基本事項の審
議、環境教育・啓発活動の推進

MI※1分科会

リサイクル・解体性分科会

SOC※2分科会

VOC※3分科会

富士松工場生産環境委員会

いなべ工場生産環境委員会

吉原工場生産環境委員会

トヨタ車体グループ生産環境会議（生産各社）

トヨタ車体グループ環境連絡会（非生産各社）

製品環境委員会環境委員会

生産環境委員会

第１次プラン 第2次プラン 第3次プラン 第4次プラン

１９９３ １９９６ ２０００ ２００５ ２０１０

● エネルギー・温暖化対策
● 資源循環
● 環境負荷物質低減

自主取り組みと
活動領域の拡大

ISO14001の
導入による体制整備
目標値の明確化環境保全

基本事項の整備

グローバル化拡大対応と
新製品の

環境先取り設計の強化

※1　MI ： Mass Innovartion
※2　SOC ： Substances Of Concern（環境負荷物質）
※3　VOC ： Ｖｏｌａｔｉｌｅ Ｏｒｇａｎｉｃ Ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ（揮発性有機化合物）
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●第4次「トヨタ車体環境取り組みプラン」は、当社ホームページをご覧ください。
click http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/plan/pdf/torikumi4/pdf

取り組み項目
エネルギー・温暖化

資源循環

2007年度の取り組み（目標） 進捗状況 評価 関連ページ

開
発
・
設
計

生
産
・
物
流

開
発
・
設
計

生
産
・
物
流

①自動車の軽量化 ●新型ランドクルーザー、アルファードへの軽量化技術
 の織り込みによる軽量化目標の達成

■高張力鋼板の採用、内装品材質の見直し等による
　軽量化目標達成（当社開発分）

②ＣＯ2低減対策 ●CO2排出量低減対策の推進
 売上高当りCO2排出量 ：　 16.0ｔ-CO2/億円以下
 生産工程CO2排出量 ：　　　 177.7千ｔ-CO2以下
●グローバルCO2排出量の低減活動
 グローバルCO2原単位当り ： 17.0ｔ-CO2/億円以下
●物流分野におけるCO2排出量の低減
 物流に関するCO2排出量 ： 8.2千ｔ-CO2以下

■新技術導入、生産ラインでのムダの排除
 （15.5ｔ-CO2/億円）
 （185.2千ｔ-CO2）
■国内外連結10社を含むCO2排出量低減の推進
 （16.8-CO2/億円）
■輸送ルート見直し、積載効率改善の推進
 （8.2千ｔ-CO2）

③自動車リサイクル設計の
　推進

●新型ランドクルーザー、アルファードへの
 リサイクル設計の織り込み

■内外装部品材料の見直し、部品回収時間短縮等に
　よるリサイクル性、解体性の向上を推進

④資源有効利用の推進

⑤水使用量の低減

●排出物排出量低減活動の推進 10．8t/億円以下

●梱包資材使用量の低減 2,300t/年以下
●水使用量低減活動の継続 3．6ｍ3/台以下

■プレス鋼材の残材有効活用による
　スクラップ低減の推進 （10．7ｔ/億円）
■梱包材材質、形状変更等の推進 （2,280ｔ/年）
■塗装工程シャワー水量低減等、節水の継続
 （3．3ｍ3/台）

P20

P22

P26

P28

第4次「トヨタ車体環境取り組みプラン」を定め、2010年度目標の確実な達成に向けて、'07年度の目標を設定し、
推進しました。新製品の生産台数増等でCO2低減目標に未達が発生しましたが、開発やその他の取り組み項目で成
果を挙げています。

2007年度の環境取り組み進捗状況

環境のために

http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/plan/pdf/torikumi4.pdf
http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/plan/pdf/torikumi4.pdf
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環境負荷物質

環境マネジメント

社会との連携

※Eco-VAS ： Eco-Vehicle Assessment System

開
発
・
設
計

生
産
・
物
流

⑥環境負荷物質の低減 ●環境負荷4物質（鉛、水銀、6価クロム、カドミウム）
　のグローバルな全廃
●車室内VOCの低減

■国内外で生産する自動車、特装車、電動車など
　全製品で環境負荷4物質の全廃完了
■新型ランドクルーザー、アルファードの車室内
　VOC低減目標の達成

⑦ＶＯＣ排出量低減
      
⑧ＰＲＴＲ対象物質排出量の
　低減

●ボデー塗装面積当りＶＯＣ排出量低減活動の推進
  43ｇ/ｍ2以下
●ＰＲＴＲ対象物質排出量低減活動の推進
  1,370t以下

■モデルチェンジに合わせた上塗り塗料の水性化推進
 （42ｇ/ｍ2）
■ＰＲＴＲ対象物質含有の少ない洗浄シンナーへの
　切替およびシンナー回収の推進 （1,170t）

⑨連結マネジメントの強化 ●国内外グループ会社の環境活動強化 ■国内外グループ会社の環境監査の実施
■北米子会社（ＡＰＭＭ）のエコファクトリー活動の
　開始

⑩取引先との連携した活動の推進 ●グリーン調達ガイドライン（07/8発行）に基づく
　環境活動の推進

■廃棄物処理業者、部品等輸送会社との
　コミュニケーションの実施

⑪Ｅｃｏ-ＶＡＳ※による
　ライフサイクル環境負荷の低減

●新型車の全開発プロセスを通じた
　総合的環境評価の実施

■トヨタとの協業による新型ランドクルーザー、
 アルファードのＬＣＡ実施

⑫環境改善に寄与する
　新規事業の推進

●自動車関連の環境技術開発の推進 ■自動車部品への植物材料採用技術および
　燃料電池要素技術開発の推進
■環境分析事業、リサイクル事業の推進

⑬環境教育の充実 ●階層別環境教育・啓発の年度計画の推進 ■新入社員、新任基幹職の他、中途入社員（200名）の
　環境教育の充実
■環境講演会、見学会等の計画的実施

⑭循環型社会構築への貢献 ●自然保護活動、緑化活動等の支援

●環境ボランティア活動の積極的推進

■国内外での植林活動支援の実施
■近隣小学校児童とのケナフ栽培実施
■地域住民との合同による草刈り活動実施

⑮環境情報開示と
　双方向コミュ二ケーションの充実

●地域社会との対話の充実 ■環境に関する地域住民との懇談会の実施

P30

P32

P34

P38

P40

P41

P44

P46

P47
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■ 2007年度の取り組み ■ 進捗状況
取り組み
項目

● 新型ランドクルーザー、
　 アルファードへの軽量化技術の
　 織り込みによる軽量化目標の達成

● ＣＯ２排出量低減対策の推進

● 高張力鋼板の採用、内装材材質の見直し等に
　よる軽量化目標達成（当社開発分）        

● 新製品、生産工程の省エネ対策        
● 新製品台数増加の影響もあり、総量は増加

● グローバル連結ＣＯ２排出量
　 低減活動の推進

● 国内連結９社を含むＣＯ２排出量低減の推進

● 物流ＣＯ２排出量の低減 ● 物流ＣＯ２低減の推進

開発
設計

生産
物流

低炭素社会に向けて自動車の燃費向上のための軽量化技術の開発と生産工程の新技術導入、日常運用改善、
ロスの排除、物流の効率化によりＣＯ2排出量低減の取り組みを推進しています。

エネルギー・温暖化

環境のために



21

新型ランドクルーザー、アルファードでは、高張力鋼板等の軽量材料の採用を拡大、ＣＡＥ※の活用によるボデー
構造・板厚最適化、樹脂成形新工法の採用により、ボデーの軽量化をはかりました。
※ＣＡＥ ： Computer Aided Engineering（コンピューター支援技術）

自動車の燃費向上に寄与する軽量化技術の開発開発・設計

■ 内装品材質・工法見直しによる軽量化
ランドクルーザーの内装品では、ドアトリム内吸遮音材およびフロアカーペット
材の見直しにより吸遮音性能を確保しつつ、軽量化をはかりました。
また、アルファードについては、ドアトリムなどの内部基材を発泡成形すること
により、剛性を確保しつつ、軽量化をはかりました。

活動状況

旧型

（Kg/台）

新型

▲4.4kg/台

■ ボデー（ギャビン骨格）台当り重量
　 ［ アルファード ］

■ フロアサイレンサー台当り重量
　 ［ ランドクルーザー ］

■ ドアトリム類台当り重量
　 ［ アルファード ］

■ 高張力鋼板とＣＡＥ解析によるボデーの軽量化
キャビン骨格構造の部材に高張力鋼板
を多数採用し、軽量で、かつ高剛性なボデ
ーを実現し、振動・騒音の低減、衝突安全、
操縦安定性の確保をはかりました。

■ フロアサイレンサー変更による軽量化
フロアサイレンサーは、従来のアスファ
ルトシートから塗布型制振材に変更すると
ともに最適配置によりエンジンやタイヤか
ら車室内への透過音を抑えつつ軽量化を
はかりました。

旧型 新型

旧型

（Kg/台）

新型

▲3.1kg/台

（Kg/台） ▲7.8kg/台
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● 吉原工場新設工程の改善事例
　 ─ シャシー電着塗装ラインの省エネ ─
シャシー部品の効率的積載（パレット改善および
積み方の工夫による４段積み）などによる工程長
短縮や塗料循環ポンプの非稼動時低速運転制御
などを行い、大幅な省エネをはかりました。

生産活動におけるＣＯ２低減対策の積極的な推進生産・物流

活動状況

※1 売上高当りＣＯ２排出量はオフィス等を含むトヨタ車体全体で算出して
います。

■ 売上高当りCO2排出量 ■ 生産工程CO2排出量
　 ［ 2010年度目標 ： 18.5tｰCO2／億円以下 ］
　 （'03年度比▲10％）

　 ［ 2010年度目標 : 168．7千ｔーCO2以下 ］

0
'90 '04'03 '05 '06 '07 （年度）

'07年度目標
16.0tｰCO2／億円

20

10

30

（tｰCO2／億円）
※1

24.7
20.6 19.7 17.8 15.516.2

ＣＯ2低減活動として、新技術の導入や生産ラインでのムダの徹底した排除に取り組んでいます。
売上高当りCO2排出量は、2010年度目標をすでに大幅達成しており、さらなる効率生産に向けて、より厳しい

年度目標を掲げて推進しています。
生産工程のＣＯ２は、2007年度に計画したモデルチェンジに合わせた溶接点数削減による省エネ、工場空調の

省エネなどの活動を実行してきましたが、新製品の生産台数増などにより年度目標は未達となりました。なお今回、
他社からの部品生産移管に伴う大規模な新・増設工程など（16.6千t-CO2)についても集計しました。新・増設工程
設置時には最新の省エネ技術の織り込み活動を展開していますが、既存の工程と合わせると総排出量で201.8千t-
CO2（90年度比8％増）となっています。
今後、塗装工程の老朽化更新など、大規模改装に合わせた省エネなどさらにアイテムを追加してＣＯ2削減を
推進していきます。

シャシー部品積載（４段積み） シャシーフレーム電着塗装ライン

※２ 大規模な新・増設工程などを今回集計
　　（下記シャシー電着塗装新ライン設置時の省エネ織り込み事例参照）

　 （'90年度比▲10％）

0
'90 '04'03 '05 '06 '07 （年度）

'07年度目標
177.7千tｰCO2200

100

300

（千tｰCO2）

186.5 191.0 180.2 182.3 185.2 201.8179.9

（16.6）※2

従来 今回

■ シャシー電着塗装ライン
　 台当りCO2排出量

▲12.1kgｰCO2/台（KgｰCO2/台）

環境のために
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快走ＬＵＰＩＮ（ルパン）

搬送機をスムーズに動かすためのフレームの軽量
化や動輪の材質をどうするかというところで苦労
しました。

生産部門
下川道信（左）　板橋登美夫（右）

生産部門
大矢哲郎（左）　重松義明（右）

考案者の声

ゼンマイ

■ からくり機構を応用した無動力設備の開発
生産工程では、部品搬送装置などの「エネルギーゼロ」をめざし、オペレーターがアイデアを出し合って『からくり

無動力設備』を考案し、社内で製作・導入しています。2007年度までにボデー工程で5設備、塗装工程で8設備、組
立工程では21設備のからくり無動力設備が活躍し省エネに貢献しています。

■ からくり無動力搬送機のしくみ（富士松工場組立工程での事例）

●からくり無動力搬送機『快走ＬＵＰＩＮ（ルパン）』の動画をぜひご覧ください。
click http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/2008movie1.html

① ヒーターユニットを投入

② 重みで歯車が回転

③ 動車輪が回転

④ 台車が前進＆ゼンマイを巻く

⑤ ヒーターユニット取り出し

⑥ 空箱受取り

⑦ ゼンマイの力で台車が
　 元の位置へ戻る

富士松工場組立工程に
製品（ヒーターユニット）
の重み（約８kg）を利用
したからくり無動力搬送
機（愛称：『快走ＬＵＰＩＮ（ル
パン）』）を考案、社内で
製作・導入し、省エネを
はかりました。

ヒーターユニット
（約8kg）

約8kg

動車輪

投入

取り出し

空箱
受け取り

1
5

6
4

7
2

3

http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/2008movie1.html
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● 連結会社での省エネ活動事例
　 ─ ボデー中塗り塗装工程の省エネ（岐阜車体） ─
岐阜車体工業では、2007年度より塗装工程を重点に、
設備の能力増強工事を実施してきましたが、その一環
である『ボデー中塗り塗装工程』が完成、吹付け室空調
排気のリサイクル技術など、最新の省エネ技術の導入や、
吹付ロボットの採用による工程長の短縮により、大幅
な省エネを実現しました。

活動状況

稼動開始したボデー中塗りライン

吹付ロボット

グローバルＣＯ2排出量の低減活動生産・物流
国内外の連結会社（10社）と歩調を合わせ、省エネ事例の相互展開など、ＣＯ2の低減活動を推進しています。
活動目標の売上高原単位では、すでに2010年度目標を大幅達成（03年度比▲24％）しておりますが、総排出量

では新事業の追加などで、03年度比9.5％の増加となっています。

グローバル連結対象会社は、トヨタ車体のほか
国内：東海特装車、トヨタ車体精工、エース産業、東海部品工業、
  岐阜車体工業（岐阜車体工業は'07/10子会社化）
海外：春翔欣業、スギティクリエイティブス､T-TEC、タイＴＡＣ、TABM
（岐阜車体工業は､'03年度に遡り、またＴ－ＴＥＣ、ＴＡＢＭは'07年度より加えました。またトヨタ車体分はオフィス等を含む全体を示しています。）

■ グローバル売上高当りＣＯ２排出量
　 ［ 2010年度目標 : 20.4tｰCO2／億円以下 ］
　 （'03年度比▲８％）

'07年度目標
17.0tｰCO2/億円

0

'03 '04 '05 '06 '07 （年度）

30

25

20

15

10

5

0

600

400

200

（tｰCO2／億円） （千tｰCO2）

249.8 243.3 258.7 256.6 273.6

トヨタ車体

関連会社

22.2 21.6

19.1
17.2 16.8

■ 中塗り塗装ライン
　 台当りCO2排出量低減効果

従来 今回

（％）

▲30%

環境のために
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● 物流でのＣＯ２低減事例
　 ─ 新規部品物流の効率化 ─
輸送計画段階から大小サイズの異なる部品が段積
みできる運搬用金具を開発し、トラック便数を極力減ら
すことにより物流ＣＯ2の削減をはかりました。

地球温暖化防止に向けて当社では、生活協同組合とタイアップして『レジ袋
を減らそう運動』を全社展開しています。
社内の売店では、店員から「レジ袋いりますか？」と積極的に声をかけ、社員
一人ひとりの温暖化防止活動の実践を呼びかけています。この運動に先立ち、
２００７年１２月には、全社員からマイバッグの希望者を募り、配付しました。

物流分野におけるCO2排出量の低減生産・物流
物流ＣＯ２削減活動として、積載効率向上や構内の牽引車の電動化などに取り組んでおり、従来からの物流範囲
においては計画通り削減が進んでいます。一方、他社との同一車種併産などによる新規部品物流についても今回
集計しました。これらは、輸送計画段階から積載効率向上に努めています。

工場間部品物流

構内部品物流

■ 物流に関わるCO2排出量
　 ［ 2010年度目標 : 8.0千tｰCO2以下 ］
　 （'03年度比▲10％）

'07年度目標
8.2千tｰCO2

0

'03 '04 '05 '06 '07 （年度）

15

10

5

（千tｰCO2）

8.6 8.1
8.9 8.3 8.2

同一車種併産による
新規部品物流
（今回集計 4.2）

部品 部品

部品

部品 部品

12.4

『レジ袋を減らそう運動』を全社で展開
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■ 2007年度の取り組み ■ 進捗状況
取り組み
項目

● 新型ランドクルーザー、
　 アルファードへのリサイクル設計
　 の織り込み

● 排出物排出量低減活動の推進

● 内外装部品材料の見直し、部品回収時間短縮等
 によるリサイクル性、解体性の向上を推進

● プレス鋼材の残材有効活用によるスクラップ
 低減の推進

● 梱包材材質、形状変更等の推進

● 水使用量低減活動の継続 ● 塗装工程シャワー水量低減等、節水の継続

開発
設計

生産
物流

● 梱包資材使用量の低減

開発から廃棄にいたるすべての段階でのリサイクルへの取り組み、
特に自動車リサイクル設計、生産・物流での資源有効利用の推進に取り組んでいます。

資源循環

環境のために
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開発初期段階から企画・設計に、内外装部品材質の見直しや解体性向上対策など、リサイクルアイテムを織り込
み、生産から廃棄までを考慮したリサイクル率の高いクルマづくりを推進しています。

自動車リサイクル設計の推進と展開開発・設計

■ 樹脂部品にリサイクル性に優れた素材を採用
バンパーカバーやピラーガーニッシュ等、内外装樹脂部品にリサイクル性に優れたTSOP※を採用しました。

※ＴＳＯＰ ： Toyota Super Olefin Polymer

活動状況

● ランドクルーザーにおけるＴＳＯＰ採用例

ボデーロッカーモールディングフロントバンパーカバー

リヤバンパーカバー

アシストグリップ センターピラーガーニッシュ リヤピラーガーニッシュ

フロントピラー
ガーニッシュ

■ ワイヤーハーネス回収時間短縮による解体性の向上
廃棄車両をより良い鋼材へ再生するた
めには、銅部品の約半分を占めるワイヤー
ハーネスの回収が必要です。
そのため、取り回し経路の見直しや固定

端子の形状見直し等を設計に織り込み、従
来車に比べ約50％のワイヤーハーネス回
収時間の短縮を実現しました。

他部品と交差しない取りまわし経路の採用

引き剥がし位置
の明示

●自動車の解体性向上活動として、ワイヤーハーネス引き剥がしの動画をご覧ください。
click http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/2008movie2.html

■ ランドクルーザー
　 ワイヤーハーネス回収時間低減効果

旧型 新型

（％） ▲50%

http://www.toyota-body.co.jp/csr/report/2008movie2.html
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'07年度目標
10.8ｔ／億円

省資源の取り組みとして排出物の大半を占めるプレス鋼材のスクラップを中心とした低減活動を推進していま
す。モデルチェンジに合せた鋼材の歩留り向上活動として簡易多段プレス導入によりスクラップの小物残材活用
を展開しています。 

排出物排出量低減活動の推進生産・物流

活動状況

■ 排出物量
　 ［ 2010年度目標 : 12.6ｔ／億円以下 ］
　 （'03年度比▲3％）

■ 2007年度排出物の内訳

（年度）

0

10

15

'03 '04 '05 '06 '07

（t／億円）

12.9

11.9

10.8 10.7

15.0万t

廃棄物（0.8万t）

［内訳］
焼 却 ： 0.1万t
無償、逆有償 ： 0.7万t

有価物（14.2万t）

［内訳］
油脂類 ： 0.3万t
樹脂類 ： 0.2万t
金属類 ： 13.7万t13.0

■ プレス鋼材スクラップ台当り発生量低減効果
　 ［ ランドクルーザーの例 ］

旧型 新型

（％）
▲4.7%

環境のために

※埋立廃棄物は2001年度に
　ゼロ達成
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■ 梱包資材使用量
　 ［ 2010年度目標 : 2,280t／年以下 ］

■ 生産工程における水使用量
　 ［ 2010年度目標 : 4.5m3／台以下 ］

■ プレス鋼材スクラップ低減事例
プレス工程から出る小さな残材を有効利用するため小物部品加工用の型を縦に配列した簡易多段プレス機の
導入を進めています。また、このプレス機は、部品を使用する溶接工程内に設置し、生産性の向上もはかっています。
ランドクルーザーのモデルチェンジでは17部品に適用し、年間約360ｔの鋼材使用量を低減しました。

新型アルファードインストパネル

①隠れる部分に廃材と無着色材を混合し利用■ 樹脂成形材の有効活用による廃材量の低減
新型アルファードでは、インストパネルの樹脂成形時に廃材を有
効利用しています。

これらにより、年間約８５ｔの樹脂材量を低減しました。

①製品の隠れる部分に成形時の廃材と無着色材を混合し利用
②製品が見える部分は、専用の小型ノズルで射出し、色替え時の
廃材量を低減

■ 物流分野における排出物低減
梱包・包装材の使用量低減として梱包材料の材質､
形状変更､簡素化を進めています。 

■ 水使用量の低減
生産工程における水使用量の低減活動として塗装
工程のシャワー水量の適正化や日常の節水活動を進め
ています。 

0

200

400

600

'01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 （年度）

'07年度目標
3.6

0

2

4

6

（万m3） （m3／台）

台当り使用量

0

1,000

2,000

3,000

'03 '04 '05 '06 '07 （年度）

'07年度目標
2300

（t／年）

2,408 2,380 2,265 2,344 2,280

水使用量

290 273 244 231 230 244 226

3.33.63.5
3.94.04.3

4.8

②見える部分を専用の小型ノズルで射出（着色剤）
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■ 2007年度の取り組み ■ 進捗状況
取り組み
項目

● 環境負荷４物質
　 （鉛、水銀、6価クロム、カドミウム）の
　 グローバルな全廃            

● ボデー塗装面積当り
　 ＶＯＣ排出量低減活動の推進

● 国内外で生産する自動車、特装車、電動車など
 全製品で環境負荷４物質の全廃完了

● モデルチェンジに合わせた上塗り塗料の
 水性化推進

開発
設計

生産
物流

● ＰＲＴＲ対象物質排出量低減活動
　 の推進

● ＰＲＴＲ対象物質含有の少ない洗浄シンナーへの
　切替およびシンナー回収の推進

● 車室内VOCの低減
● 新型ランドクルーザー、アルファードの
 車室内VOC低減目標の達成

環境負荷物質の削減を、製品・生産の両面から全社的なシステムで展開しています。
製品中の環境負荷4物質（鉛、水銀、6価クロム、カドミウム）については、
国内、海外生産車すべてにおいて全廃を終えました。
また、生産工程においても、塗料の水性化などにより、着実に成果を上げています。

環境負荷物質

環境のために
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■ 環境負荷４物質の全廃推進
欧州使用済車指令（ＥＬＶ規制）や国内業界自主目標に基づき、国内生産車、海外生産車、特装車及び電動車など全
製品の環境負荷物質（鉛、水銀、カドミウム、6価クロム）の全廃を終えました。 
また従来、規制対象外であった他の物質についての新規制への対応も着実に 推進しています。

■ 車室内ＶＯＣ（揮発性有機化合物）の低減
臭いや鼻、のどへの刺激の原因とされるホルムアルデヒドなどのＶＯＣ（揮発性有機化合物）を低減するために、ド

アトリムボード（内張り）などの内装材や接着剤を見直すことでその放出量を抑制しました。

自動車の環境負荷物質の管理・低減開発・設計

活動状況

■ 環境負荷物質低減推進状況

2003年

欧州（ＥＵ－ＥＬＶ指）

日本（自工会自主規制）

①国内生産車
　（日本国内調達品）

②海外生産車（現地調達品）

③特装車（積載・福祉）
　電動車
　用品・ローリフト

規
制
等

2004年 2005年 2006年 2007年 2008年

４物質使用禁止（規制除外品有り）

原則、欧州規制に追従

設計変更 ＋ 切替え済

設計変更 ＋ 切替え済

設計変更 ＋ 切替え済

〈トヨタ車体対応国〉
中国、台湾、タイ、インドネシア、
マレーシア、フィリピン、インド､

ベトナム、パキスタン、
南アフリカ、南米
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ＶＯＣ排出量低減活動として塗料の水性化切替を進めています。2005年度の富士松工場に続き、2007年度は吉
原工場ランドクルーザーのボデー上塗りベース塗料の水性化切り替えが完了しました。
また、塗装工程の洗浄シンナー回収率向上対策を推進しています。  

生産工程におけるＶＯＣ排出量の低減生産・物流

活動状況

■ 塗装面積当りVOC排出量（ボデー塗装）
　 ［ 2010年度目標 : 40ｇ／m2以下 ］

'98 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 （年度）
0

20
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100
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100

55 54 50 53 52
47

42

（g／m2）

'07年度
目標 43

環境のために
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ＰＲＴＲ※対象物質の90％以上を占めるキシレン、トルエン、エチルベンゼンの低減活動を推進しています。
2007年度は富士松､いなべ中塗り塗装工程(ボデー・樹脂)での低PRTR材料への切替と吉原ボデー上塗りベース
塗料の水性化切替により低減しました。また､塗装工程の洗浄シンナーの使用量低減・回収率向上対策を推進して
います。
※ＰＲＴＲ ： Pollutant Release and Transfer Register （特定化学物質の排出・移動登録）

ＰＲＴＲ対象物質の排出量低減生産・物流

■ ＰＲＴＲ対象物質の排出量推移（大気への排出量）
　 ［ 2010年度目標 : 1,100t以下 ］

■ PRTR対象物質の排出量構成比

■ ＰＲＴＲ対象物質のマテリアルバランス（データ）

消費量
3,060t

410t55t（移動）5t（排出）

120t（移動）1,170t（排出）

原材料副資材中の
化学物質

取扱量
4,820t

水域

大気 除去

廃棄物 リサイクル

'98 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 （年度）
0

3,000

2,000

1,000

2,760

1,850 1,830
1,590 1,590 1,570

1,300 1,170

（t）

'07年度
目標 
1,370

キシレン
50％

トルエン
27％

エチルベンゼン
16％

その他
7％

排出量
1,170t
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■ 2007年度の取り組み ■ 進捗状況
取り組み
項目 ● 国内外グループ会社との環境連結活動

　 の推進

● 国内外グループ会社の環境監査の実施
● 北米子会社（ＡＰＭＭ）のエコファクトリー活動の
　開始

● 環境改善に寄与する環境技術開発、
　 環境事業の推進

● 自動車部品への植物材料採用技術および
 燃料電池要素技術開発の推進
● 環境分析、リサイクル事業の推進

● 取引先とのグリーン調達ガイドライン
　 （'07/3発行）に基づく環境連携の推進

● 廃棄物処理業者、部品等輸送会社との
 コミュ二ケーションの実施

● Eco-VASによる全開発プロセスを通じた
　 総合的環境評価の推進

● トヨタとの協業による新型ランドクルーザー、
 アルファードのＬＣＡの実施

● 従業員への階層別環境教育、
　 啓発の計画的推進

● 新入社員、新任基幹職の教育実施
● 環境講演会、見学会等の計画的実施

国内外のグループ会社・取引先と連携して効果的に取り組むため、環境マネジメント体制を整備し、推進しています。
また全社的な活動推進の基盤として教育・啓発活動を計画的に実施しています。

環境マネジメント

環境のために
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連結マネジメントの強化

活動状況

トヨタ車体グループ
での活動事項

■ ＩＳＯ１４００１認証取得（非生産系は環境マネジメントシステムの構築）
■ 「トヨタ車体環境基本方針」を共有し、各社の環境方針を策定
■ 生産系会社は、中長期取り組み計画の策定と確実な推進
■ 非生産系会社では、省エネルギー、紙削減等のほか、業態に応じた環境負荷低減活動の実施

環境取り組みは、トヨタ車体単体のみならず、グループ一体となった総合的な環境負荷低減に取り組むことが重
要です。連結環境マネジメントは、2000年に「トヨタ車体グループ生産環境会議」を発足させ、国内外の生産系の連
結会社、および関連の深い会社を含めてスタートしました。

生産系会社のメンバーは、国内外15社を対象に活動
しています。

東海特装車
トヨタ車体精工
エース産業
東海部品工業
岐阜車体工業
東海鉄工
豊臣機工
キンテック
スギティークリエーティブス
春翔欣業
タイオートワークス
タイオートコンバージョン
トヨタオートボデートーカイエクストゥルージョン
台湾豊田車体特装車
トヨタオートボデーマレーシア
オートパーツマニュファクチャリング ミシシッピ
トヨタ車体研究所        
エルエスコーポレーション
イナテック
ライフクリエイション
ライフサポート
TABMEC（旧三河設備）

■は連結子会社（その他は関連会社）

生
産
系

国
内

海
外

国
内

非
生
産
系

※オートパーツマニュファクチャリングミシシッピ（米国）は現在建設中であり、
エコファクトリー活動を展開中（メンバーに含まず）
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活動状況

■ トヨタ車体グループ生産環境会議
トヨタ車体と生産子会社6社および関連会社に、ＴＡＢ
ＭＥＣを加えた10社で構成し、環境法動向等の環境諸
情報の伝達や各社の環境取り組み状況報告など、グル
ープ各社での情報共有のための連絡会を定期的に開
催しています。

トヨタ車体グループ生産環境会議事務局会議

■ 国内グループ会社の環境監査
2007年度は、環境法令の順守状況を重点項目として、

子会社および関係会社全社を対象に実施しました。監
査での指摘項目については、2007年度中にすべて改
善されました。

（株）トヨタ車体精工での現地監査の様子

環境のために
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■ 海外グループ会社の環境監査
社会の持続可能な発展に貢献するには、国内だけで

なく、海外各地の事業体においても環境保全活動の推
進が必要です。2007年度は、法令順守状況の重点監査
を中心に海外生産子会社全社の監査を実施しました。

タイオートコンバージョン（株）での監査

■ 農園収穫祭を実施（エース産業（株））
環境保全の大切さと収穫の喜びを感じていただくた
め、自社の農園で、自分で野菜を育て、収穫する活動を
実施しました。
収穫した野菜は、収穫祭のあと社長も参加しての「バ
ーベキュー大会」で美味しくいただきました。

雨の中での収穫祭
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当社では、「地球と人にやさしいクルマづくり」をテーマに、従来からさまざまな環境保全活動に取り組んでおり、
その一環として「トヨタ車体グループグリーン調達ガイドライン」を発行しています。また、取引先との交流会、連絡
会等を開催して、トヨタ車体グループの経営姿勢をご理解いただくとともに、当社と一丸となって、社会に貢献する
活動を確実にするための取り組みをお願いしています。 

取引先との連携活動の推進

活動状況

■ グリーン調達ガイドラインの発行
従来の取引先（自動車部品および原材料・副資材納入
業者）に、2007年度からは新たに設備工事業者、造園・
清掃および物流の各業種を加えて活動を展開しています。

内容においても、従来からのＩＳＯ14001認証取得や、
当社に納入される製品・材料についての管理のほか、
取引先各社の事業活動に関わる環境取り組みおよび
物流でのＣＯ２排出量削減および梱包資材の使用量低
減などについての活動をお願いしています。

グリーン調達ガイドライン（２００７年３月改訂）

●「トヨタ車体グループグリーン調達ガイドライン」は、当社ホームページをご覧ください。
click http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/guideline/index.html

環境のために

http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/guideline/index.html
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■ グリーン購入
「環境にやさしい商品の購入（グリーン購入）」を促進しています。事務用品やＯＡ機器などのグリーン製品への切
り替えの推進、さらに社有車を順次ハイブリッド車や低燃費車へ切り替える等の活動を拡大しています。

■ 廃棄物処理委託業者との交流会
当社が業務委託している廃棄物処理業者との定期
的な交流会を毎年定期的に開催しています。4回目と
なる2007年度は、27社33名に参加して頂き、当社の
環境取り組み状況や、昨今の世間で起きている廃棄物
処理に関する行政指導例を紹介し、法順守の徹底をお
願いするとともに、昨年の反省から当社各工場と業者、
業者と業者との連携を強化するための意見交換会も併
せて行いました。 

廃棄物処理業者との交流会の様子

■ 部品・原材料等の輸送業者との連絡会
当社へ部品、原材料等を納入される輸送業者71社
を対象として、工場内での荷役作業時の騒音防止につ
いて連絡会を毎年定期的に開催し、当社の環境・安全
取り組みについて理解するとともに、各社での活動事
例を紹介していただきました。

2007年度輸送業者との連絡会の様子
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ＥｃｏーＶＡＳによるライフサイクル環境負荷の低減

■ アルファードＬＣＡ実施結果

活動状況 車両開発責任者によるマネジメントを強化するため、車両開発の全プロセスを通じて生産、使用、廃棄にいたる
まで総合的な環境評価を実施するのがトヨタの環境評価システム（Ｅｃｏ-VAS※1）です。 

Ｅｃｏー Vａｓでは、クルマを使用する段階の
燃費、排出ガス、騒音などに加え、ライフサ
イクル全体を通した地球温暖化ガス、大気
汚染物質の排出量、枯渇性資源利用量、リ
サイクル性と環境負荷物質使用量を管理
します。
2007年度は、ランドクルーザー、アル

ファード、ヴェルファイアのフルモデルチ
ェンジ車、新型車についてＥｃｏｰＶＡＳによ
るＬＣＡ※2評価を実施、アルファードでは、
従来型車に比べ、約9％ライフサイクルの
ＣＯ2排出量を削減しています。

●NOx : 窒素酸化物（Nitrogen Oxide）
●SOx : 硫黄酸化物（Sulfur Oxide）
●PM : 粒子状物質（Particulate Matter）
●NMHC : 非メタン炭化水素（Non Methane Hydrocarbons ）
●自動車の生涯走行距離10万km（10年）を、10・15モードで走行した場合の結果です。
●トヨタではLCAにより相対的な環境メリットを確認することを目的としているため、評価
結果は指数で示しています。また、CO2はtonレベル、それ以外の項目はkgレベルで排出さ
れますので、指数を別に示しています。

1,000

800

600

400

200

0

1

（指数） （指数）

0.8

0.6

0.4

0.2

0

車両製造

走行

メンテナンス

廃棄

B : 新型アルファード

A : 旧型アルファード

素材製造

A B A B

CO2 NOx

A B

SOx

A B

PM

A B

NMHC

※１ ＥｃｏーＶＡＳ ： ＥｃｏーＶｅｈｉｃｌｅ Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ

※２ ＬＣＡ ： Ｌｉｆｅ Ｃｙｃｌｅ Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ
ＬＣＡ（ライフサイクルアセスメント）とは、素材・車両製造お
よび走行、メンテナンス、廃棄の各段階で環境への影響を
トータルで評価するものです。

環境のために
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■ カーボンニュートラルとは

活動状況

■ 植物材料技術開発
成長が早く、空気中のＣＯ２吸収力が高い

植物材料（ケナフ）を加工し、次世代車両に
向けた新素材を生成するための技術を開
発しています。
また、循環型社会の完成をめざして、カー
ボンニュートラルな植物材料技術の活用
に今後も注力していきます。

環境改善に寄与する新規事業の推進
環境製品の開発として、地球温暖化の抑制に向けたＣＯ２を固定化させる植物材料の研究や、ＣＯ２の排出をなく

す超小型エコカー用の燃料電池やモーター電源制御システムの開発等、次世代に向けた技術開発と製品化に取り
組んでいます。また、環境ビジネスとしても、環境分析事業、廃棄物リサイクル事業を積極的に展開しています。

製品のライフサイクルで、ＣＯ2が循環し大気中のＣＯ2を一定に保つ作用

●スペアタイヤカバー、
　フロアマットなど

●ドアトリム
●植物ボデー

植 物 資 源

原料

バイオプラスチック

自動車用
プラスチック部品

燃焼

太陽光

サトウキビ
トウモロコシ

ケナフ マオ

ポリ乳酸

内装品

合成

光合成

発酵

外装品

ファイバー リグニン

将来 ： 循環型社会

カーボンニュートラル

（植物資源活用）
アグリ技術

バイオ技術
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■ 燃料電池・ＥＶ要素技術開発
トヨタ自動車の燃料電池車開発とリンクした燃料電
池部品開発を推進しています。開発の成果の一部は、最
新型燃料電池車の「トヨタＦＣＨＶ」に採用されています。

燃料電池車「トヨタＦＣＨＶ」

2007年10月開催の東京モーターショーにおいて、植物ボデ
ーでできた超小型電気自動車『コムスＢＰ』をトヨタ車体ブースに
出展展示しました。また、ト
ヨタ自動車ブースに出展さ
れた『ｉーＲｅａｌ』の部品のひと
つであるアンダーカバーを
植物材料で製作しました。

コムスＢＰ
（バイオプラスチックボデー車）

アンダーカバー

ｉ－Ｒｅａｌ

環境のために

2007東京モーターショーに出展しました。
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■ 廃棄物リサイクル事業（TABMEC（株））
ＴＡＢＭEC（株）は総合メンテナンス企業として、建物
および付帯設備の設置・保守のほか、エコビジネスとし
て産業廃棄物（廃プラ、廃蛍光管、乾電池等）のリサイク
ル事業を展開しており、幅広いトータルワークで「人と
地球にやさしい環境づくり」をモットーに、職場および
社会環境の快適化に取り組んでいます。 

リサイクルセンターの破砕・分別機

■ 環境分析事業（（株）イナテック）
2000年10月、トヨタ車体（株）より分離独立した（株）

イナテックは三重県より環境計量証明事業所および作
業環境測定機関として認定、また2004年２月には環
境省指定の土壌汚染対策法に基づく指定調査機関に
なり、水質や大気に加え、土壌などの環境分析を行って
います。河川監視事業や水質・土壌調査、さらにはトヨ
タグループや部品メーカー各社の車両・部品に関わる
環境負荷物質の調査・分析を通して地域・企業の環境
保全活動に貢献しています。

（株）イナテックでの水質分析の様子
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環境意識の向上は地道な活動であり、永続的なものでなければなりません。トヨタ車体グループでは、環境教育・
啓発活動を人材育成の柱のひとつとして位置付け、毎年取り組んでいます。 

環境教育の充実

活動状況

■ 環境教育
2007年度の新入社員（定期および中途 計730名）
および、この年新たに昇格した基幹職（83名）を対象と
して、当社の取り組み内容や各人の役割・責任等につい
ての認識を深めるための教育を行いました。
また、各階層別（管理者、監督者、一般）でのリフレッ

シュ教育や環境に対する影響の大きい施設・作業に従
事する技能員に対しての専門教育を定期的に実施して
います。
一方、トヨタ車体グループ会社への教育支援として、

環境法令に関する専門教育やＩＳＯ14001内部監査員
養成のための教育も実施しています。 中途入社員環境教育の様子

環境のために
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■ 環境啓発
「環境月間」や「省エネルギー月間」を中心にして、社員の環境意識をさらに向上させるための啓発行事を企画・
実施しています。

毎年６月の環境月間に、各界の著名人をお招きして「環
境講演会」を実施しています。２００７年度は、大日本印
刷（株）ＣＳＲ推進室より神戸室長を、また、２００８年度は、
気象予報士の河合薫氏を講師に「気象学から見た地球
温暖化と私たちの暮らし」をテーマに講演していただ
きました。

60名が三洋電機（株）太陽電池科学館「ソーラーアー
ク」を訪問。太陽と人との関わりや太陽エネルギーを利
用した施設展示物などを見学しました。

屋外展示物についての説明を聞く参加者環境講演会の様子
河合薫 氏

［ 環境講演会 ］ ［ 環境見学会 ］
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■ 2007年度の取り組み ■ 進捗状況
取り組み
項目

● 地域社会との
　 環境コミュニケーションの充実

● 環境に関する地域住民との懇談会の実施

● 環境ボランティア活動の積極的推進 ● 地域住民との合同による草刈り活動の実施

● 自然保護活動、緑化活動等の支援
● 国内外での植林活動支援の実施
● 近隣小学校児童とのケナフ栽培の実施

環境のために

「良き企業市民」として事業基盤をおく地域社会から信頼され、必要とされる企業をめざし、
環境保全や環境啓発活動を積極的に推進していきます。 

社会との連携
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自然保護・緑化活動支援、ボランティア活動の推進

活動状況

道路整備などに功労のあった個人・団体に贈られる(財)日本道路協会の「道
路功労者」に当社いなべ工場「ＩＮＡＴＹサークル」が選ばれ、2007年8月、三重県
いなべ市役所で伝達式がありました。「ＩＮＡＴＹサークル」はいなべ工場の社員で
つくるボランティアグループで、三重県が推進する『ふれあいの道』事業に賛同
して地域環境保全および社会貢献活動の一環として、工場に隣接する県道約
1.2Ｋｍの草取りなどに取り組んでいます。 「道路功労者」伝達式の様子

■ 植林・緑化活動を推進
　（植林・緑化活動は本報告書69～72頁を参照ください）

■ ケナフの栽培
二酸化炭素（ＣＯ２）の吸収力に
優れ、地球温暖化防止にも役立ち、
また、紙の非木材資源としても優
れているケナフを近隣小学校や
地域の皆さんと連携して栽培して
います。収穫したケナフは、紙に
加工して地域の福祉施設などに
寄贈しています。

情報開示と双方向コミュニケーション
■ 環境情報の開示
環境保全活動に関するトピックスや事業所別環境データなど、環境取り組み状況を当社ホームページにて情報開示しています。

近隣小学生も一緒にケナフを収穫 地域の方々と一緒に草刈り活動

本社・富士松地区地域懇談会の様子

■ 地域懇談会の開催
当社各事業所の所在する地域（愛知県刈谷市、豊田市、三重県いなべ市）の近隣住民の方々との懇談

会を定期的に開催し、当社の環境取り組み活動を理解していただくとともに、地域共生のための意見
交換を毎年実施しています。

■ ５３０（ゴミゼロ）・草刈り活動
5月30日を中心に、当社全工場の駐車場や周辺道路でのごみ

拾いを実施しました。ゴミ拾いは、昼休み時間を利用して、社員
のボランティア意識の高揚と環境保全活動の実践を目的として、
毎年この時期に実施しており、
2007年度は、全工場合わせて約
330Ｋｇのゴミを回収しました。
吉原工場では、毎年春から夏に
かけて、地域の方々と一緒に工場
周辺道路などの草刈り活動を実
施しています。

click
●詳細は下記ホームページをご覧ください。

http://www．Toyota-body.co.jp/csr/index..html

いなべ工場が「道路功労者」で表彰されました。

http://www.Toyota-body.co.jp/csr/index.html
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活動状況 ■ 環境コスト集計結果 （億円）

環境コスト
2007年度の集計結果は、
右記に示すように環境コス
ト総額（トヨタ車体単独）で
56.5億円でした。おもな内
容は「臭気対策」「省エネル
ギー投資」などです。2007
年度の連結マネジメント対
象グループ会社での環境コ
ストは、国内外７社の生産系
子会社の集計です。

※対象会社は　国内 ： 東海特装車、トヨタ車体精工、エース産業、東海部品工業、岐阜車体工業                 
　　　　　　　海外 ： スギティークリエーティブス、春翔欣業
※２００７年度より連結会社に岐阜車体工業を加えました。

投資

34.1

─
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─

─

─

35.1
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─
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9.3

0.1

─

21.4
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4.1

─

─
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─

4.1
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1.5

─

0.6

─

─

─

2.1

事 業 エリア 内コスト

上 ・ 下 流 コ ス ト

管 理 活 動 コ ス ト

研 究 開 発 コ ス ト

社 会 活 動 コ ス ト

環境負荷対応コスト

合計

２００７年度単独
項目

２００７年度子会社

56.5 6.2

環境コストを「環境投資」と「維持費用（経費）」の2つで集計しています。
環境保全活動へ経営資源を有効的に活用するため、
事業活動による環境負荷を低減させることを目的とした支出（環境コスト）の把握
およびその支出による効果（経済効果）を把握するための環境会計システムの構築を進めています。
本報告書では、環境省が公表した「環境会計ガイドライン」に沿って、環境コストと環境効果を集計しています。

※環境負荷の改善効果（物量効果）については、「エネルギー・温暖化」「資源循環」「環境負荷物質」の各取り組み項目のページをご覧ください。

環境会計

環境のために
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■ 環境コスト推移（単独）

※環境効率 ＝ 売上高 ／ 環境負荷
※生産部門のＣＯ２排出量の１９９８年度を100とした指標で示しています。

■ 環境効率（単独）･･･ＣＯ２排出量を指標とした場合

省エネによる「エネルギー費の節減」と「リサイクル
材の売却」により、トヨタ車体単体で42.8億円、連結子
会社合計で22．9億円となりました。

（注）経済効果については、確実な根拠のある項目の集計にとどめ、「製品
付加価値への寄与」「環境リスク回避」等、仮定的な計算に基づく経済
効果は算出していません。

環境効果（経済効果）

単独

 1.4億円

 41.4億円

 42.8億円

子会社

 0.3億円

 22.6億円

 22.9億円

エ ネ ル ギ ー 費 の 節 減

リ サ イ ク ル 材 売 却 費

合計

効果額
項目
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100

150

200

250

300

'98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07'02 '03 '04 '05 '06 '07（年度）

（億円） （指数）

41.9

100 105
124

170
192 199

211
230

257
271

40.0 39.9 42.7

59.3 59.0 56.9
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製品への環境織り込みデータ（新型アルファードの主要環境データ）

■ トヨタ アルファード環境仕様

※1. 燃料消費率は定められた試験条件のもとでの値です。お客様の使用環境（気象、渋滞等）や運転方法（急発進・エアコン使用等）に応じて燃料消費率が異なります。
※2. 車両重量が2,020kg以上の場合の値。　※3. 省エネ法に基づき定められている燃費目標基準。　※4. 10・15+11モード走行。　※5. 平成17年基準排出ガス75％低減レベル。

型式

総排気量

燃料

駆動方式

変速機

10・15モード燃料※1（国土交通省審査値）

CO2排出量

参考

主要燃費改善対策

認定レベル（国土交通省）

認定レベル値  （g/km）

参考

適合騒音規制レベル 

リサイクルし易い
材料を使用した部品

樹脂、ゴム部品への材料表示

リサイクル材の使用

CO

NMHC

NOx

鉛

水銀

カドミウム

六価クロム

TSOP

TPO

ペットボトル

再生チップウレタン

車両型式

エンジン

駆動装置

燃料消費率

排出ガス

車外騒音

エアコン冷媒使用量（冷媒の種類）

環境負荷物質の削減

車室内VOC

リサイクル関係

車両仕様

環境情報

DBAｰGGH20W DBAｰGGH25W

2WD（前輪駆動方式） 4WD（4輪駆動方式） 2WD（前輪駆動方式） 4WD（4輪駆動方式）

DBAｰANH20W DBAｰANH25W

2AZｰFE

2.362

無鉛レギュラーガソリン

CVT

可変バルブタイミング、電動パワーステアリング、充電制御、自動無段変速機

2GRｰFE

3.46

無鉛プレミアムガソリン

6A/Ｔ

可変バルブタイミング、電動パワーステアリング、充電制御

全車、「平成22年度年燃費基準※3」をクリアしています。またグリーン購入法にも適合しています。

SUｰLEV

1.15

0.013

0.013

八都県市指定低公害車、LEVｰ7指定（京阪神七府県市指定低排出ガス車）の基準に適合。

加速走行騒音：76

750〈代替フロン HFC134ｰa〉

自工会自主目標達成（1996年比1/10以下）

自工会自主目標達成（2005年1月以降使用禁止）

自工会自主目標達成（2007年1月以降使用禁止）

自工会自主目標達成（2008年1月以降使用禁止）

自工会自主目標達成

バンパー（フロント・リヤ）、ロッカーモール、サイドマットガード、ピラーガーニッシュ、天井イルミネーションガーニッシュ、バックドアガーニッシュ（室内）など

ドアトリム表皮、アシストグリップ、シートバックボード表皮、ドアシール

あり

フロアサイレンサー、カーペット（表皮・サイレンサー）、ピラーガーニッシュサイレンサー

リヤフロアかさ上げ材

9.5

244

9.2

252

9.4

247

9.1

255

※2 ※2 11.6

200

11.4

204

 ※4 ※5

（ ）

（km/ ）

（g/km）

（dBｰA）

（g）

詳細資料

環境のために
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事業活動における環境データ（２００７年度の投入資源量と排出量）

ハイブリッド車生産台数（2007年度）

生産台数

 3,916台

 7,467台

 134,891台

車名

アルファードハイブリッド

エスティマハイブリッド

プリウス（当社生産分）

※1 総物質：鋼材、樹脂材、塗料等
※2 5ガス：温室効果ガスの内、CO2以外のメタン（CH4）、
 一酸化二窒素（N2O）、ハイドロフルオロカーボン（HFC）、
 パーフルオロカーボン（ＰＦＣ）、六フッ化硫黄（SF6）の5物質
※3 再利用等は有償物および逆有償物リサイクル量を示し、
 処分量は中間処理量および直接埋立量を示す
※4 水使用量に対し総排水量が多いのは、降り始めの汚れている初期雨水を処理し放流しているため

INPUT
エネルギー投入量
総物質※１投入量
水使用量
PRTR対象物質取扱量

3.3×106GJ
36.4万t
244万m3

4,819t

環境負荷物質の低減

温室効果ガス排出量　218.7千t-CO2

大気への排出

CO2排出量 217.0千t-CO2
5ガス※2排出量 1.7千t-CO2
PRTR対象物質排出量 1,175t

総排水量※4  297万m3

水域への排出

水資源の節約

OUTPUT
製品

地球温暖化防止

プレス ボデー 塗　装 組　立

生産工場

廃棄物等の排出量　15.0万t

再利用等
処分量

14.9万t
0.1万t )

廃棄物低減と省資源

※3(

( )
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■ 法違反、事故、苦情件数

環境事故・苦情

富士松工場で「騒音」の申し入れを近隣民家の方からいただ
きました。「工場からの構内放送音」によるもので、夜間放送の
中止や、スピーカーの分散、さらに音量を下げる等の対策を実
施しました。その対策状況について市役所および申し入れ者へ
説明し、ご理解をいただきました。今後もさらに、地域への騒音
影響を改善するよう努めていきます。

環境リスク管理

● 地下水管理
自主的に地下水の調査を実施しています。一部の工場で、過
去に使用実績のない物質が環境基準値を上回る濃度で検出さ
れており、工場外部からの流入と思われますが、その結果は、行
政および地域の皆様にも説明・報告を実施しています。また、刈
谷工場では過去に基準値超過がありましたが、現在は満たして
います。
その他の工場、物質はすべて環境基準値を満たしています。 

いなべ

0

0

0

吉原・寿

0

0

0

富士松

0

0

1

刈谷

0

0

0

法 違 反

環 境 事 故

苦 情

■ 富士松工場地下水測定結果

テトラクロロエチレン        

四 塩 化 炭 素       

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン       

■ 刈谷工場地下水測定結果

測定値

0.006

0.019

環境基準

0.03

0.02

トリ ク ロ ロ エ チ レ ン

１.１ｰジクロロエチレン

測定値

0.018

0.0074

0.029

環境基準

0.01

0.002

0.03

環境のために
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● ダイオキシンの監視
吉原工場に１基保有している「焼却炉」については、構造維持

管理基準を順守し、法令で定める排出濃度基準の1/1000以下
のレベルとなっています。 

環境監査・審査結果

2007年度の環境マネジメントシステムに関する内部監査、
外部審査では、下表に示す指摘がありましたが、すべての項目
について2007年度中に是正が完了しました。               

■ 内部監査・外部審査での指摘件数

指摘

0

0

1

観察事項

4

3

2

指摘

1

3

7

改善要望

21

17

29

富 士 松 ・ 刈 谷

い な べ

吉 原 ・ 寿

● ＰＣＢ含有機器の保管
PCB※含有機器は、2006年度より法令に則り、適正な処分を

開始、現在は、コンデンサ3個のみ保管・管理しています。
※ＰＣＢ ： ポリ塩化ビフェニール

■ PCB含有機器保管状況

処分完了

3

88

継続保管

0

3

ト ラ ン ス

コ ン デ ン サ

内部監査 外部審査

●各事業所および連結生産会社の環境データは、当社ホームページをご覧ください。
click http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/approach/toyotabody/data.html

http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/approach/toyotabody/data.html
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お客様を第一に考え、良い品質の商品をお届けするために

「つくりやすいクルマづくり」を開発段階で進めることが、量産になってからの「品質のつくりこみ」につながり、結果
として品質の良いクルマに仕上がることになります。ランドクルーザー200でも設計段階からつくりやすさにこだ
わって開発しました。

つくりやすいクルマの開発による品質の向上

【 基本的な進め方 】
① トヨタ自動車と連携して、市場におけるお客様の声を把握し、企画・設計へ反映
② 設計品質の向上のために、お客様の使用・環境条件を十分考慮した設計・試験評価を実施
③ 工程で品質をつくりこむために、やりにくい作業の排除、開発段階から
 開発・生技・工場・仕入先との一体活動等を推進

活動状況

基本方針

「世界No.１品質」を品質方針に掲げ全社員に展開しています。 また、「私たちの大切にするもの（Basic ＭＡＰ）
の中にも「お客様第一」を明示して一人ひとりの業務を行う上での指針と位置づけ、日常の色々な局面において「世
のため人のため」になっているかをよりどころに判断し活動を推進しています。

お客様とのかかわり

社会のために

商品の安全性と品質の追求は、会社の責任であり、
お客様に安心して使用していただけるよう、
研究・開発・生産～アフターサービスの全てにわたって取り組みます。
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■ ランドクルーザー２００での主な取り組みの改良点
③ｰ1 部品・システム単位での保証度・つくりやすさの改善と見える化
  （荷姿・取出し・投入・セット・組付の各要素作業での検証）
③ｰ2 つくりやすさの改善活動の前出し
③ｰ3 上記活動のＩＴを活用した一元化による見える化と、次期プロジェクトでの活用

■ 各要素作業でのつくりやすさの改善（取り組み③の活動事例）
開発段階でつくりやすさの改善を要素作業レベルで目途付けを完了し、量産化段階では作業要領書に基づく確
認により、ねらった品質が確保できるようにしました。

■ 活動の成果
上記の取り組みにより、量産での品質のつくりこみに

つなげるとともに、作業負担の低減や、作業の中で発
生する廃却部品の低減により、環境への負荷軽減に努
めています。

■ 配線での具体的な改善事例

■ つくりやすさの改善

●組付後

旧型ランドクルーザー 新型ランドクルーザー

0

20

40

60

80

100
（％）

レベル4

レベル3

レベル2

レベル1

難しい

やさしい

車両への組付時の
「ねじれ･からみ･
切れ」を防止

●組付前の配線の荷姿
取出し、ほどき、組付を考慮した荷姿の改善
（仕入先と協業）

1. 組付時の目安ポイントの明確化で組付ミス防止
2. 持ち運びしやすいまとまった構造
3. 配線どうしが絡まない構造
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活動状況 量産工程においても「職場力の強化」による品質確保を進めています。

■ 工程内不良“ゼロ”への取り組み
標準作業による改善を基本とし、一作業毎の不良発生要因の摘出・対
策と、やりにくい作業等潜在的にある問題の改善を全ラインで進めてい
ます。

■ 技能員への品質意識の高揚
つくりやすい工程づくりとともに、全社員への品質管理活動の重要性
を徹底し、品質意識の高揚をはかるため、品質教育や品質講演会、品質
事例展示会を定期的に行っています。

■ 主な取り組み
① 海外駐在員による世界中の情報の  
　 早期入手と関連部署への展開

② 不具合の早い現地現物確認
　 （販売店、作業工程を見に行く） 

③ 対策の即断即決と実行

量産工程での品質確保への取り組み

品質講習会

お客様や販売店を通じて寄せられる貴重な品質情報は、おもにトヨタ自動車経由で入手しています。これらの情
報はトヨタ自動車とのきめ細かい連携による「ＥＤＥＲ※」活動で展開しています。
ＥＤＥＲとは､いち早く市場品質問題を発見し､直ちに問題を解決し、速やかに改良・改善の結果をお客様にフィー
ドバックすることです｡
※ＥＤＥＲ : Ｅａｒｌｙ Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ and Ｅａｒｌｙ Ｒesolution

お客様情報の活用による問題の早期発見・早期解決

トヨタ車体

トヨタ自動車

トヨタ販売店

お客様

開発部門

生準部門
品質保証部

生産部門

社会のために
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評価 量産工程での取り組みは、量産車全てに同様の考え方で進めています。
米国でのお客様評価を表すＪＤパワー社のＩＱＳ(初期品質アンケート評価)
では、プリウスを生産している富士松工場が、アジアパシフィック地域工
場別でもっとも品質が良いとの評価をいただきました。

アジアパシフィック地域でナンバーワンの評価 ■ 米国ＪＤパワー社ＩＱＳ評価
　 （アジアパシフィック地域別）

リコール等への対応と体制

商品に欠陥が発生し、処置を講じる必要があると判断された場合はお客様情報の展開と
同様、トヨタ自動車との緊密な連携により必要な対応を実施しています。

また、当社独自の電気自動車･生活関連製品についても、お客様第一の立場で必要な対
応を実施していくとともに、消費者生活用製品安全法改正('07/5)に伴い、重大な製品事
故情報入手時の即やかな関係省庁への連絡等を実施しています。

2

1

トヨタ車体
富士松工場

B社
b工場

A社
a工場

良い

38
43 44

1位件/100台
不具合・不満（　　　）
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大きな安心感に包まれた安全性の追求

基本方針

お客様に信頼され、いつまでも安心できる安全なクルマづくりを開発コンセプトに掲げ、常に人を中心に考えた
安全技術の向上をはかり、あらゆる場面でのダメージ軽減に努めています。

衝突速度 衝突角度

市場事故 多種多様

衝突位置年齢・姿勢

衝突相手乗員着座席
トヨタの目標

できる限り広く市場を反映

安全情報提供
第三者評価

法規
最も代表的条件

乗員体格
体重

予
防
安
全
技
術

衝突安全技術

交
通
事
故
死
傷
者
低
減

●オフセット前突、側突対応ボデー

●ブレーキペダル後退量低減構造

ABS●

TRC●

スタビリティ 　
コントロールシステム　 

（ＶＳＣ）●

ブレーキアシスト●

レーンキーピングアシスト●

ナイトビュー●

プリクラッシュセーフティシステム（PCS）●

AFS●

SｰVSC●

EBD●

●鞭打ち低減シート

●カーテンシールドエアバッグ

●ニーエアバッグ

●歩行者傷害軽減ボディー構造

●全方位
　コンパティビリティ対応

■ 衝突安全の考え方 ■ クルマの安全性向上の技術

社会のために

クルマづくりの基本は、｢安全｣であるとの考えに基づき、
｢予防安全｣と｢衝突安全｣の視点から
安全なクルマの開発に努めています。

お客様とのかかわり
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予防安全技術の基本は、クルマ本来の機能である｢走る｣｢曲がる｣｢止まる｣がドライバーの意図どおりにできる
ことにあり、この３つの機能について、最新の技術を駆使して性能向上に努めています。

最新技術による予防安全性の向上

■ プリクラッシュセーフティシステムによる
　 被害軽減（ミリ波レーダー方式）
プリクラッシュセンサーにより、先行車や対向車、路
上障害物などとの衝突の危険性があると判断した場合、
ブザー等によりドライバーに警報。ブレーキ操作があ
った場合には、プリクラッシュブレーキアシストを機能
させ制動力を高めます。ブレーキ操作がない場合でも、
プリクラッシュブレーキを作動させ衝突速度を低減す
るとともに、プリクラッシュシートベルトの早期巻き取
りにより乗員の拘束性能を高め、衝突被害軽減に貢献
します。

■ その他の予防安全機能
● AFS : Adaptive Front-Lighting System
● S-VSC : Steering-assisted Vehicle Stability Control
● EBD : Electronic Brake force Distribution 付 ABS

活動状況
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■ 全方位コンパティビリティボデー構造“ＧＯＡ”の開発
衝撃吸収ボデーと高強度キャビンからなる“GOA”
をさらに進化させ、同排気量クラストップレベルの衝突
安全性能を追求。車重や車高の異なるクルマ同士の衝
突時の共存を追求するトヨタ独自の全方位コンパティ
ビリティ※概念を取り入れた衝突実験に対応しています。
衝突時には、衝撃荷重をボデー骨格全体に分離させる
ことで、衝撃吸収に優れたキャビン構造を実現してい
ます。

※軽いクルマの衝突安全性能確保と、重いクルマの加害性低減によって双
方の安全性をはかるという考え方。

■ ＣＡＥ解析を活用したボデーの開発
客室変形に対して最も厳しい衝突形態のオフセット前面衝突および、側面衝突対応のために、ＣＡＥ解析を駆使し、

キャビンの変形を最小限に抑え、客室空間を確保できるボデーを開発しています。

活動状況

「衝突安全ボデー」の開発による衝突安全性の向上

■ 全方位コンパティビリティ

オフセット前面衝突CAE解析オフセット前面衝突試験

フルラップ前面衝突、オフセット前面衝突、側面衝突における乗員保護性能と生存空間の確保をめざし、衝撃吸
収ボデーと高強度キャビンを両立させた｢衝突安全ボデー｣（GOA：Gｌｏｂａl Outstanding Assessment）を開発して
います。

後面衝突

55km/h

55km/h 55km/h

55km/h

2tクラスの車両

正面衝突

2tクラスの車両

2tクラスの車両

側面衝突

社会のために
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■ 乗員の保護に寄与するエアバッグの開発
SRSエアバッグは万一の衝突時に前方からの強い衝撃に対して作動。

シートベルトの働きと合わせて前席乗員の胸や頭への衝撃を抑制します。
また、前席乗員の下肢を受け止め身体全体の保護効果を高めるSRSニ
ーエアバッグ（運転席）や、車両側面からの衝撃を緩和するSRSサイド
エアバッグ（フロントシート）、乗員頭部側面を覆うように広がり乗員の
保護に寄与する前後席SRSカーテンシールドエアバッグなど10カ所に
採用し、さらに安全性能を向上させました。

■ 衝突吸収構造で歩行傷害を軽減
歩行者との衝突時に、歩行者の頭部および脚部への
傷害を軽減するため、CAEを駆使して、フード、カウル
フェンダー、バンパーなどに衝撃吸収構造を採用して
います。

10エアバッグ

フード前面への歩行者の衝突を想定したCAE解析

歪み少 歪み大

歩行者障害軽減ボデー構造
A : フード部
B : フェンダー部
C ： カウル部

A
B

B
C
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福祉商品で、より多くの人に移動の自由と喜びを提供

基本方針

「高齢者や身体の不自由な方が健常者と同じような生活を楽しめるよう、快適な移動の自由を提供する」という
考えのもと、福祉車両・福祉機器の開発・生産およびPR・普及活動に取り組んでいます。

福祉車両開発は、1968年に車いすの方
を乗せて移動する車両の改造に始まりま
した。その後、トヨタ自動車とともにお客様
の用途･利用目的を調査･企画検討し、車種
の拡大や機能･装備の充実をはかってきま
した。今後は、自ら運転する方に適した自
操タイプの福祉車両･福祉機器の開発･普
及や、海外市場を視野に入れ取り組んでい
きます。

お客様の用途・目的に合った様々な
福祉車両を開発

活動状況 '68 リヤリフト車(マイクロバス)

'75

'90 '00'70

リヤリフト車(ワンボックス)

'99 福祉タクシー

'01 スロープ車

リフトアップシート車･回転シート車

'94 サイドリフトアップシート

'01 運転席リフトアップシート（脱着タイプ）

'06 運転席リフトアップシート（横スライド＆脱着タイプ）

'07 運転席リフトアップシート（横スライド）＋車いす用クレーン

'07 リモコン式専用運転席パワーシート

'96 助手席リフトアップシート

'96 助手席回転シート

'98 サイドリフトアップシート（脱着タイプ）

'00 全自動助手席回転スライドシート

'02 新型リフトアップユニット

'04 助手席リフトアップシート（脱着タイプ）

自操タイプ

車いす仕様車

お客様とのかかわり

社会のために

高齢社会の到来と社会福祉の進展という社会背景を受け、
福祉車両のトップメーカーとして、
高齢者、身障者の方の自立を支援する福祉車両・福祉機器を開発・生産しています。
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日本各地で開催される福祉イベントへ
出展し、PR・普及活動に取り組んでいます。
また、イベント会場やユーザー訪問などに
おいて、直接製品に触れていただいたり、
実際にお使いになっているお客様の声を
伺い、製品開発に反映しています。

より多くのお客様に福祉車をPR

お客様意見を開発に反映 展示会会場 風景

当社が生産する福祉車両・機器は、トヨ
タ自動車をはじめとする国内自動車メー
カー各社にお使いいただいており、福祉車
両の普及に取り組んでいます。

福祉車市場でシェアNo.１の
当社福祉機器

■ 国内福祉車両市場における当社シェア(除軽・バス)

'00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07

（千台／年）

（年度）

当社製品

当社シェア

0

10

20

30

35
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15

25

40
（％）
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20
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40
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70

80

1212

20

1313

2222

14

24

1717 1818

2828

20

2828

19

2626

1717

2323

6060 58 6060 6060
6565

7171 7171 7272

市場全体

click
●詳細は福祉車両の「商品ラインナップ」をご覧ください。

http://www.toyota-body.co.jp/products/welfare/index.html

8228

http://www.toyota-body.co.jp/products/welfare/index.html
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毎年4月には、年度の重点取組み課題を伝えるために、調達方針説明会を行っています。2008年4月には、196
社の取引先にご参加いただきました。
また、取引先とは毎年、品質や原価等の課題を明確化し､改善活動を行っております。その中で､各分野で顕著な
活動をいただいた取引先に感謝状を贈呈しています。

取引先との共存共栄

活動状況

相互信頼と共存共栄

基本方針

「取引先との相互信頼と、開かれた取引関係を基本に、互いに経営体質の強化に努め、長期安定的な成長と共存
共栄を実現する」との基本理念にもとづき、最も良いものを最も安く最もスピーディーに調達することを基本方針
として活動しています。

トヨタ車体の年度方針を伝える調達方針説明会

■ 公正な取引の一層の推進
'07年12月には、公正な取引の一層の推進をはかるため､経済産業

省が発行した「自動車産業適正取引ガイドライン」にもとづき説明会を
行いました。ここでは、当社の公正な取引の基本的な考え方や、取り組
み状況を説明するとともに、相互理解と納得が大切であることを強調
しました。

取引先とのかかわり

市場のルールを尊重し､公正な取引に努めています｡
個々の取引では基本契約にのっとり、公明性・合理性の確保に心掛け、
新規取引を希望する国内外の取引先に対しては､公平な参入機会を設けています。
また、取引先との連携を強化し、相互信頼関係の構築と相互繁栄に努めています。

社会のために
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■ 研究会などによるコミュニケーションの充実
取引先の任意団体である車体協和会は115社で構成され、世界

No.1のミニバン・ＳＵＶづくりのため相互に研鑚と交流を深めています。
具体的には経営、安全、品質の3テーマに関して研究会を設け、定期

的な会合、発表会を通して双方向のコミュニケーションの充実をはかる
とともに、講演会も行っています。
安全、品質などの「優秀事例展示会」では会員各社がそれぞれ日頃の

研究成果をＰＲし、2007年度は参加事例87事例のうち11事例が優秀
事例に選ばれました。

取引先との相互研鑽と交流

岐阜県新工法・新技術展示会

相互研鑚をはかる研究発表会

■ 公平な参入機会の提供
公平な参入機会により､相互繁栄をはかるため､展示会活動も行って

います。'08年２月には岐阜県産業経済振興センターと連携し「新工法・
新技術展示会」を開催しました。社内だけでなく、取引先からも多くの参
加をいただき、出展企業との交流をはかりました。
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森林資源の保全、地球温暖化防止とともに、社員一人ひとりの環境保全意識を高めるため、国内外で間伐・植林
活動を実施しています。

国内外で緑化活動を推進

活動状況

基本方針

国内では主に間伐を実施

■ 国内森づくり支援
国内の事業基盤をおく地域、および森林づくりに積極的な地域と連携

した間伐などによる環境保全活動を実施しています。

■ 海外での緑化支援
インドネシアの海外事業体と連携した植林による環境保全活動を実
施。生活のための森林の不法開墾を抑制し、果樹栽培などによる生計の
立て方の指導も行っています。
● 緑化活動については、詳しくはP68～P71の特集をご覧ください。

社会貢献活動

①基本理念にある「環境との調和」の具現化、および環境先進企業をめざした環境分野に重点をおいた活動の推進。

②企業市民の立場から、事業基盤をおく地域社会から信頼され、必要とされるなど良好な関係を維持し、地域との
共生をめざす活動の推進。

社会のために

地域とのかかわり

「良き企業市民」として社会的責任を果たすため、
緑化活動および地域社会との共生をはかるための活動を推進しています。
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地域社会に信頼され、必要とされる企業をめざし、地域住民の方々との交流や地域安全を確保するための活動
に取り組んでいます。

地域との共生

買い物やレジャーなどで利用され喜ばれています

地域の方との良好な関係を保つための地域懇談会

■ 福祉車両による身障者・高齢者の外出支援
福祉車両トップメーカーとして、工場所在地および近隣各市で車いす

利用の方を福祉車両で送迎する移送サービス（おでかけくん）を実施し
ています。2007年度は約1,000名の方に利用いただきました。

■ 6,800名が参加のST（知ってもらおうトヨタ車体）キャンペーン
当社の事業内容を理解してもらうため、会社見学を受け入れています。
2007年度は約6,800名の方に参加していただきました。

■ 地域パトロールによる防犯活動
多発する街頭犯罪防止のため、地域と連携をとり、「地域パトロール隊」
を結成して活動しています。

■ 施設見学会などによる地域交流
地域の皆様とのコミュニケーションをはかるため、施設見学会、環境

への取り組み説明会、地域懇談会・交流会などを実施しています。その他、
各工場のイベントにも参加いただいています。

click
●その他の社会貢献活動については以下をご覧ください。

http://www.toyota-body.co.jp/csr/contribution/index.html

http://www.toyota-body.co.jp/csr/contribution/index.html
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●国内森づくり支援の詳細については以下をご覧ください。

http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/activities/domestic.html

活動目的と地域

活動内容

1 間伐による自然環境保全

2 従業員の環境保全意識啓発

1 間伐による自然環境保全
国内４カ所で、これまで手入れされていなかった荒れた山林25haに、間伐などの森林整備を支援しました。
2012年までに、103haの支援を行う予定です。

愛知県「間伐モデル林」

鹿児島県
「企業と協働の森づくり」

高知県「協働の森づくり」

三重県「企業の森づくり」

●間伐後
日光が注ぎ、下草が生え、
水源涵養力、土壌保全能
力が高まる。健康な森づ
くりのためには、間伐が
非常に重要。

●間伐前
ほとんど日光が入らない
状態。森本来の機能（CO2
吸収、水源涵養）などを十
分に果たさないだけでな
く、場合によっては土砂
崩れをおこす危険もある。

click

効果 : ▲210tｰCO2/～2007年

社会のために

国内森づくり支援
国内においては、当社および子会社の本社・生産拠点がある愛知・三重・鹿児島および、
先進的な取り組みをしている地域（高知）での森づくりを支援しています。

http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/activities/domestic.html
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森の健康状態を調査し、整備の必要性を確認

今回「森の健康診断」に参加して、私たちの生活の源である水を守るためにも森が健康であることの大切さ、
そのために植林と間伐が必要であることを知りました。
近年エコを意識しはじめ、エコバックやマイボトルは実践し、自己満足をしていましたが、森や自然を守るた

めにはもっと広い視野をもってエコを考えていかなければいけないと感じました。
私個人ではなかなか始めることはできませんが、会社の行事なら参加しやすいので今後もこのような機会
があれば参加していきたいと思います。

事務部門　武田 由紀

2 従業員の環境保全意識啓発
「森の健康診断」への参画や、ケナフの植栽などを通じて従業員の環
境保全意識の啓発をはかっています。

参加者の声
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活動目的と地域

活動内容

1 森林造成・水源涵養による自然環境保全

2 上記の維持管理のための環境教育

1 森林造成・水源涵養による自然環境保全
生活のために、自然の回復を待つことなく同じ土地で焼畑農業などを繰り返してきた荒れた土地に、建築資材などになる
樹木（マホガニーなど）や果樹を収穫できる樹木（アボガドなど）を植林する活動の支援をしました。
これまでに28haを植林。2010年までに120haを植林する支援を行う予定です。

I n d o n e s i a

●植林1年後
植林により緑が回復

●植林前
生活のための不法開
墾で荒れ、放置され
た山地

ジャカルタ

植林地（ナゴヤドーム25個分）

インドネシア・スカブミ県

click
●海外緑化支援の詳細については以下をご覧ください。

http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/activities/foreign.html

効果 : ▲235tｰCO2/～2007年

社会のために

海外での緑化支援
海外での活動の第一歩として、
当社の現地子会社であるスギティークリエーティブス（株）と連携し、
インドネシアでの植林活動「トヨタ車体グループの森」を5カ年計画で展開しています。

http://www.toyota-body.co.jp/csr/environment/activities/foreign.html
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植林の重要性、森を守る必要性を教育

温暖化などについては新聞等で理解していたつもりでしたが、トヨタ車体の森に近づくに
つれ、家・服装・電気・行動等、現地住民たちの貧富の差を実感し、付近の集落では、今日1日
食べていくのがやっとという感じを受けました。
また、森に入ると公有林にも関わらず、住民の今日の生活のため木は切り取られ畑にされ、
スコールによって流された赤土により川の水は赤茶けており、地球の乾燥、進む温暖化を肌
で感じました。

生技部門　渡部 幹男

2 農業基本指導などによる環境教育
植林後の持続可能な緑化活動につなげるために、農民への苗床作り
や、焼畑をしない農業方法などのセミナーの開催を支援。また将来を担
う子どもたちへの環境教育活動も支援しています。

参加者の声
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グループ会社による地域への貢献

■ （株）エル・エス・コーポレーション
防火・防災・防犯、交通安全など、社員や地域の皆様

の大切な生命・財産を守るための事業や活動を実施し
ています。

地域・社内での火災発生に備え、特設自衛消防隊を組織し訓練

■ 会社概要

本 社 所 在 地

設 　 立
資 本 金
従 業 員 数

主な事業内容

愛知県刈谷市一里山町金山100番地
トヨタ車体（株）内

2000年4月
20百万円
469名

事務・福利厚生施設管理／警備保障業務代行
／人材派遣業務

社会のために

地域とのかかわり

グループ会社でも、社会福祉やより暮らしやすい地域づくり、
クルマ文化の発展をめざした活動に取り組んでいます。
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■ ライフクリエイション（株）
オフロードコースの運営や四輪駆動研修事業を通じ

てRV・SUVなどの正しい取り扱い方や運転技術・マナ
ー等の普及活動を展開し、クルマ文化の発展に寄与し
ています。

ランドクルーザーによるオフロードコース走行

■ （株）ライフサポート
高齢者、介護を必要とする人、介護をする人のあらゆる

問題を支援、解決することを目的に、デイサービス、ホーム
ヘルプ、介護用品の販売・レンタルなど、高齢社会における
さまざまなニーズに対し、総合的にサポートしています。

専門スタッフによるデイサービス

■ 会社概要

本 社 所 在 地
設 　 立
資 本 金
従 業 員 数
主な事業内容

愛知県豊田市伊保町向山16-1
1993年9月
75百万円
11名
オフロード施設／アウトドア施設の運営

■ 会社概要

本 社 所 在 地
設 　 立
資 本 金
従 業 員 数
主な事業内容

愛知県安城市三河安城南町一丁目13番地4
1999年１月
80百万円
92名
介護用品販売／ホームヘルプサービス
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基本方針
■ トヨタ車体安全衛生基本方針

トヨタ車体に働く全ての人の安全と健康の確保は、経営の基盤であり､
社会的責任であるとの認識の下、「人間尊重」と「安全第一」に徹し、
安全・快適な職場づくり、心と身体の健康づくりに積極的に取り組み、
「ゼロ災害」「ゼロ疾病」をめざす。

基本
理念

1.安全と健康を全てに優先させる。
２．安全衛生に関する法令と、社内ルールを遵守し、高水準の安全健康職場をめざす。
３．良好なコミュニケーションと、一人ひとりの創意工夫を結集した全員参加活動をする。
４．継続的に改善する安全衛生マネジメントを進め、危険・有害要因の絶えざる排除を図る。

行動
指針

安全・快適な職場は企業の活力の源でありみんなの望んでいるものです。
リスクアセスメントを活用した安全衛生マネジメントを展開し、安全第一で取り組んでいます。

安全・快適な職場づくり

社員のために
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活動状況

■ 安全快適な職場づくりにおける、人・物・管理の面からの重点施策
【 安全衛生 】
◎重篤な災害を未然防止するための、設備本質安全化の推進
◎安全基本ルールの理解・納得によるルール遵守の徹底
◎危険体感教育など教育訓練による意識・知識の向上
◎夏冬季温熱、騒音など作業環境の計画的な改善推進

【 健康 】
◎心の健康づくり（メンタルヘルスケア）の
　しくみ拡充
◎身体の健康づくりの啓蒙推進

■ リスクアセスメントを中核とした
　 現場管理監督者のマネジメント
作業の中に潜むリスクを洗い出し（リスクアセスメン

ト）、リスクを低減すること、および、作業観察や作業者
との対話により不安全情報を吸い上げ、設備・作業方法
を改善することを重点に働きやすい、安全・安心な職場
づくりを進めています。

■ 管理監督者のマネジメント

リスクアセスメント

工程づくり 標準づくり

人づくり

不安全情報の吸い上げ

［ 管理 ］
安全衛生マネジメント

［ 物 ］
設備の本質安全化

［ 人 ］
安全・健康な人づくり
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第三者起動防止のためのロックアウトシステム

工事安全協議会

活動状況

■ 連携組織による、当社に関係する全ての人の安全確保
各種取引形態ごとに連携組織をつくり、安全衛生水準の向上、日常管理活動の定着による安全確保につとめて

います。

■ 総合的安全管理

■ 労働災害発生頻度（休業度数率）

休業度数率 ＝ × 100万
延べ労働時間

休業災害件数

0

'03 '04 '05 '07（年度）'06

0.50

1.00

1.50

休
業
度
数
率

製造業

自動車製造業

当社

子会社・仕入先 安全衛生研究会

工事安全協議会

安全衛生協議会

工 事 業 者

構 内 企 業

トヨタ車体

■ ロックアウトシステム展開など、
　 設備本質安全化、安全基本ルール遵守活動
'07年度の重点実施事項として、起動

装置に錠を掛けることで、第三者がうっ
かり起動することにより機械に挟まれて
しまう災害を防止するしくみ（ロックアウ
トシステム）を展開しました。

社員のために
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工場安全専門員は、1987年に制度発足以来、工場総括安全衛生管理者の眼と
なり足となって、現場の点検・サポートを行っています。

■ 昇格・異動者のケア

■ 昇格・異動者のケア追加など、メンタルへルスケアの充実
心の健康づくりのため、メンタルヘルスケア体制の充実を進めています。近年、昇格や異動がきっかけで悩む人

が多いため、ストレス調査とその結果でケアを行うしくみを追加しました。

■ メンタルヘルスケア体制

上司・人事部・産業医・保健スタッフによるケア

判断

産業医
保健スタッフ

ストレス調査
昇格者
異動者

外部機関

社員

外部電話相談

専門病院

外部専門機関

社内スタッフ

専門医

産業医

人事スタッフ

保健スタッフ

職場

管理・監督者

個人

スタッフの声

私達は、工場の安全衛生活動をサポートする専門員
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基本方針
会社と個人がお互いの高い志を
尊重し共有しあう関係構築を目指しています。

高い志を共有する関係

お客様満足を通じた社会への貢献会社

創造性の発揮と仕事を通じた自己実現個人

「社員」は事業活動全ての基本であり、
会社はキャリアサポートプログラム（CSP）を通じて個人の自己実現を支援していきます。

人材育成とキャリア支援

社員のために
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「目指す人材像」を明確にし、計画的・中長期的に育成するしくみを構築し、個人の成長を促進しています。

自律型人材の育成

活動状況

■ キャリアサポートプログラム（ＣＳＰ）

■ 採用人数の推移 （人）

■ キャリアサポートプログラムで個人の成長を支援
従業員一人ひとりが自ら考え行動する「自律型人材」として活躍するために、「目指す人材像」を明確にし、計画的・
中長期的に育成するしくみを構築し、個人の成長を促進しています。

新 卒 採 用

キャリア採用

合 計

2005年

202

415

617

2006年

425

418

843

2007年

513

205

718

個人の気づき
めざす
目標の
明確化

育成
計画
策定

個人の努力 成長・達成感

期待値明示
すり合わせ 支援・OJT

計画策定の話合い・
動機づけ

フィードバック・
動機づけ

必要能力・基準明示

育成計画 育成 評価・見極め

育成施策
育成計画
ツール提示 評価・見極め会

社

上
司

個
人

計画的に育成
するための

ツール・場の提供

本人との話合い・
指導を通じた動機
づけ・支援

自ら気づき、
成長しようとする
姿勢・努力
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活動状況

新入社員技能訓練

派遣社員技能訓練

キャリア採用者技能訓練

■ ＧＰＣでの配属前技能訓練の状況

■ 技能訓練場を集約してモノづくり力を強化
全社が「自工程完結」をキーワードに自らのプロセスを見える化し「標準作業」を基本に継続的に改善する活動

を進めることでSQCD※でNo.1のモノづくり力を目指します。
具体的な取り組み例として、従来は各工場に分散していた技能訓練場を、2006年12月からグローバル生産支
援センター（GPC）内に集約し、バラツキのない技能訓練を行なうことが可能になりました。現在では、新入社員の
みならず、毎月のキャリア採用者や社外からの派遣社員にまで配属前の技能訓練を実施し、'07年度は4,300名を
訓練し、活躍しています。
※SQCD ： Ｓａｆｅｔｙ（安全） Ｑｕａｌｉｔｙ（品質） Ｃｏｓｔ（価格） Ｄｅｌｉｖｅｒｙ（納期）  

社員のために
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黄綬褒章受賞　生産部門  神谷正巳 生産部門  中根孝一「愛知の名工」受賞　生産部門  阿部浩

語学研修の様子 インドネシア研修生の実践教育

■ グローバル人材育成の充実
グローバルに活躍できる人材の育成・確保に向けて、グローバル要員登録制度を構築し、語学研修をはじめとし

た国際化研修を積極的に進めるなど計画的な育成を推進しています。
また、海外関連会社からも現地の核となる管理・監督者層を受入れ、実践教育を通じて“「現地で教えられる」人
づくり”に力を入れるなど、社内外のグローバル展開を支える人材を育成しています。 

■ 卓越技能者として3名が社外表彰
卓越した技能を持った従業員が国から当社初の黄綬褒章を受賞しました（'07年4月）。また、愛知県からも2名

の従業員が「愛知の名工」を受賞しました。
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コミュニケーションの充実

活動状況

■ ＴＬ制度イメージ

職場のCミーティングの様子

■ 職場内の社員間コミュニケーション
● Ｃミーティング制度の定着
職場コミュニケーションの充実をはかるため、2004年から「Ｃ（コミュ
ニケーション）ミーティング」制度を導入しました。    
毎月1時間、職場の全社員が共通のテーマについて議論することによ

り、何でも話し合える雰囲気づくりに寄与しています。

●「機密管理」　●「職場の安全」
●「人権週間」　●「省エネ」

2007年度
Ｃミーティング主なテーマ

■ ＴＬ（チームリーダー)制度の導入による
　 職場内コミュニケーション
製造現場の職場実態を踏まえ、部下一人ひとりの面
倒見を充実させ、結果として「技能を教え、教えられる
風土」を醸成するために、少人数単位のリーダー制（TL
制度）を'08年1月から導入しました。

（ＴＬ）

（GＬ）

（CＬ） （CX）

（GＬ） （SX）

（一般）

チーム

（ＴＬ）

（一般）

（EX）

海外支援や
切替PJTを
担当

チーム

社員一人ひとりの幸せと会社の発展をめざして、
労使が協力して、活力ある職場づくりのため、
コミュニケーションの活性化を進めています。

活力ある職場づくり

社員のために
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インフォーマル活動支援サイト

吉原工場　来場者5,000人いなべ工場　来場者5,200人本社・富士松工場　来場者16,000人

■ 社員・家族とのコミュニケーション
● 工場別イベントで家族を含めたコミュニケーションの向上
社員･家族･地域のふれあいの場として、年１回工場別に開催しコミュニケーションの向上をはかっています。

● 情報サイトを立ち上げ
職場コミュニケーションを充実
職場のコミュニケーションの活性化をねらいとして
職場および職場間の交流を支援するレクリエーション
情報サイトを2007年6月に立ち上げました。（最新の
推奨施設・イベントの情報提供、○得、口コミなど情報
発信）     

Ⅰ. 施設・イベント情報のページ
（1）施設情報

会社施設、提携施設などの問合せ先・料金等

（2）イベント情報
職場から情報発信された情報、会社イベント、
車友会活動予定等

（3）モデルプラン（準備中）
施設情報とイベント情報を組合せたモデルプラン等

（4）レク企画時の役立ち情報
レク企画時役立つ職場レク費補助及び保健情報

Ⅱ. 情報発信のページ
（1）他の職場に向けての情報発信

例えばソフトボールの対戦相手の募集等

（2）口こみ情報発信
皆さんのおすすめの施設・飲食店等

（3）ご意見・ご要望
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良好な労使関係

労使協議会

活動状況

人権・機会均等・多様性の尊重

■ 人権の尊重
「トヨタ車体グループ行動指針」の中で、人種・信条・性別・障がい・社会的身分などによる差別は行なわないこと
を明文化し、グループで共有化するとともに、その徹底をはかっています。

● 人権教育・人権講演会で啓発
従業員一人ひとりが人権尊重の大切さを認識するために新入社員と
新任役職昇格者を対象とした人権教育を実施しています。また、'08年1
月には全役員、各部部長、関係会社社長など約100名が参加し、人権講
演会を熱心に聴講しました。

■ 労使協議会
人事労務政策は「労使相互信頼」を基本理念としています。
労働条件等に関する労使間の問題を協議する「労使協議会」や労使間
における日常の処理運営を協議する毎週の「事務折衝」や毎月の月次ラ
イン稼動・要員等の生産問題を協議する「生産委員会」、「工場別労使懇」、
部単位での「職場労使懇談会」など定期的な話し合いを通じてお互いの
理解を深めています。

人権に関する研修風景 北口末広氏による人権講演会

社員のために
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■ 障がい者雇用率と雇用人数の推移 ■ 障がい者（ろうあ者）の就業に関しての支援内容

■ 全社で147名の障がい者が就業
2008年4月現在、１47名の障がい者が様々な職場で業務に従事しています。
障がい者も健常者と同じく充実した会社生活を送れるように職場や寮を改善するなど、魅力ある生活の場づくり

を進めています。

（1）受入れ体制の整備

 ●担当職制への受入れ前教育の実施

 ●呼び出し用パトライトの工程への設置

（2）コミュニケーション

 ●筆談用ノート、ホワイトボードの準備

 ●配属職場代表者の手話講習会への出席

雇 用 人 数（ 月 平 均 ） 

雇 用 率（ 年 度 平 均 ） 

法 定 雇 用 率  

136人

1.93％

1.80％

144人

1.95％

1.80％

147人

1.90％

1.80％

2005年 2006年 2007年

初仕事で深夜勤務だった時に、睡魔に負けて出勤
時間直前に爆睡してしまったことが、一番印象に残っ
ています。仕事でいろんな事を経験し、困った時は上司、
先輩が助けてくれます。今では1人で仕事をこなせる
ようになり、毎日が楽しいです。

生産部門

井川 貴博
2008年4月入社
名古屋聾学校　機械科卒

対象者の声 仕事・会社生活について
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活動状況

■ 育児休職制度利用人数

仕事と育児の両立支援

■ 育児支援制度を充実
働く意欲のある社員が育児をしながら働き続け、能力を発揮できる職場環境づくりに従来から取り組み、社員の
育児と仕事の両立を支援してきました。

多様な人材の登用

● 派遣社員から75名の正社員を登用
工場の技能系職場を中心に多数の派遣社員の方に
同じ職場の仲間として働いてもらっています。
その中で正社員への登用を毎年実施しています。

● 女性社員の活躍を支援
能力・意欲の高い女性の活躍機会の拡大が不可欠と
考えています。
①女性採用数の確保
②旧一般職採用者の総合職への転換（昇格）
を推進しています。

就労制限
妊娠中・出産後の母性保護
産前・産後休暇
育児時間
育児休職

就労制限

子の看護休暇
就労制限
勤務時間短縮

妊娠・出産～
子供が満1歳に
なるまで

満3歳になるまで

小学校就学前まで

満8歳になるまで

時間外・休日・深夜業の免除
医師の指導に基づいた母性保護借置をとる
産前・産後各8週間（多胎妊娠は14週間）
所定休憩のほか2回／日（各30分）
3歳になるまで（事技は2歳まで）
一定時間以上残業をさせない
（24H／月、150H／年以内に制限）
深夜業の免除
子のケガ・病気の看護（5日／年）
時間外労働の免除
1日の勤務時間を2H短縮できる

0

'05

20

40

60

80

（人）

'07（年度）'06

35

48

75

■ 女性在籍者数

0

'05

350

700

（人）

'07'06

566 598 611

■ 派遣社員からの正社員登用人数

0

'05

40

80

（人）

'07 （年度）（年度） '06

24
45

75

社員のために 社員のために
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たっちっちハウス富士松

開発部門  沼田未来とお子さん

■ 共同託児所「たっちっちハウス」で育児と仕事を両立
2007年10月、当社はトヨタグループ４社と共同で、社員向け託児所「た

っちっちハウス」を開設しました。
社員のニーズに合わせて、事業場の集中する愛知県と三重県に5カ所
設け、乳幼児から小学校修学前までの期間で、会社稼働日、就業時間に
合わせた運営により社員の育児と仕事の両立を支援しています。

子どもが生まれてくる前には、想像がつかないほど育児は大変で、復帰後に従来と
同様に働けるか心配でした。
しかし、たっちっちハウスは会社から近く、仕事中に何かあったらすぐに駆けつけら
れて安心ですし、夜も8時半まで営業しているため残業もある程度なら可能と思い、
入所を決めました。
まだ小さい息子には寂しい思いをさせてしまうこともあるかもしれませんが、たく
ましく育ってほしいと思います。

利用者の声

'07年度入居者 39人（全体）
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■ 売上高・売上台数 ■ 売上台数の内訳

2007年度の業績は、売上高が1兆5,715億円と前期に比べ1,388億円（9.7％）の増収となりました。
経常利益は、売上高の増加や当企業集団あげての合理化活動の成果もあり、
224億円と前期に比べ16億円（7.7％）の増益となりました。

主な経営指標の推移（連結）

■ 利益 ■ １株当たり当期純利益・配当金

（ 億円・千台 ） （2007年4月1日から2008年3月31日まで）

（ 億円 ） （ 円 ）

'03

（年度）

'04

'05

'06

'07

8,924
523

9,926
570

12,909
719

14,327
745

15,715
742

'03

（年度）

'04

'05

'06

'07

181
325

186
111

227
141

208
132

224
131

'03

（年度）

'04

'05

'06

'07

375.20
24

109.85
26

124.69
32

118.97
34

114.61
34

経常利益

当期純利益

1株当たり当期純利益

1株当たり当期配当金

売上高

売上台数

ハイエース  27%

ヴォクシー･ノア  21%

プリウス  18%

ランドクルーザー  18%

アルファード  7%

エスティマ  3% その他  6%

売上台数
742千台

経済性パフォーマンス

経済性報告
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■ 総資産・株主資本 ■ 設備投資

■ 従業員数 ■ 単独・連結別の経営指標（2007年度）

（ 億円 ） （ 億円 ）

（ 人 ）

'03

（年度）

'04

'05

'06

'07

3,100
1,506

4,106
1,951

4,436
2,071

4,473
2,122

4,867
2,274

'03

（年度）

'04

'05

'06

'07

284

276

543

506

493

'03

（年度）

'04

'05

'06

'07

8,924

9,926

12,909

14,327

16,067

総資産

純資産

単　独 連　結
売上高
経常利益
当期純利益
１株当たり当期純利益
総資産
株主資本
総資本当期純利益率（ROA）
株主資本当期純利益率（ROE）
設備投資額
従業員数（2008年3月末）

15,022億円
211億円 
114億円 
100.25円 
4,506億円 
2,130億円 

2.6％ 
5.6％ 

380億円 
11,564

15,715億円 
224億円 
131億円 
114.61円 
4,867億円 
2,274億円 

2.8％ 
6.1％ 

493億円 
16,067

●詳細な情報については当社ホームページ「株主・投資家の皆様へ」をご覧ください。 
click http://www.toyota-body.co.jp/ir/index.html

http://www.toyota-body.co.jp/ir/index.html
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■ 本社・富士松工場

主要事業所

愛知県刈谷市一里山町金山100番地

● エスティマ
● ヴォクシー
● イプサム

● エスティマハイブリッド
● ノア
● プリウス

主要製品

■ いなべ工場

三重県いなべ市員弁町市之原10番地

● アルファード
● ハイエース

● ヴェルファイア
● レジアスエース

主要製品

■ 吉原工場

愛知県豊田市吉原町上藤池25番地

● ランドクルーザー200
● レクサスLX570
　 （輸出専用モデル）

● ランドクルーザー70
　 （輸出専用モデル）
● コースター

主要製品

■ 刈谷工場

愛知県刈谷市昭和町2丁目1番地

● 福祉車両「ウェルキャブ」

主要製品

■ 寿 新規開発センター

愛知県豊田市寿町1丁目36番地の1

経済性報告
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国内・海外  連結子会社・関連会社 （2008年4月1日）

主　な　事　業　内　容

特装車の製造・販売

シート関係を中心とした機能・精密部品などの製造・販売

自動車部品、設備機器、リニアモータ製品およびオゾン製品の製造・販売

プレス・板金部品の製造・販売

自動車車体および同部品の製造・販売

自動車部品の製造・販売

自動車部品の製造・販売

建物および付帯施設の総合メンテナンス

自動車部品の設計・試験

事務・福利厚生施設管理・警備保障業務代行

環境分析および計量証明

オフロード施設・オートキャンプ施設の運営

介護用品販売、ホームヘルプサービス

インドネシアにおいて自動車、産業車両および付属品の製造・販売

インドネシアにおいてゴムおよび樹脂の押出し成形部品の製造・販売

台湾においてプレス部品・板金部品・金型などの製造・販売

台湾において特装車の製造・販売

タイにおいて特装車の製造・販売

マレーシアにおいて大物樹脂部品の製造・販売

北米において自動車部品の製造・販売

タイにおいて自動車車体および同部品の製造・販売

会　社　名

東海特装車

トヨタ車体精工

エース産業

東海部品工業

岐阜車体工業

豊臣機工

コベルク

TABMEC（旧 三河設備）

トヨタ車体研究所

エル・エス・コーポレーション

イナテック

ライフクリエイション

ライフサポート

スギティークリエーティブス

トヨタオートボデートーカイエクストゥルージョン

春翔欣業

台湾豊田車体特装車

タイオートコンバージョン

トヨタオートボデーマレーシア

オートパーツマニュファクチュアリングミシシッピ

タイオートワークス

子会社

子会社

子会社

国 

内

海 

外

生
産
会
社

生
産
会
社

そ
の
他

持分法適用関連会社

持分法適用関連会社
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2020年ビジョンと活動の方向性

この報告書では、昨年までの2010年ビジョンから2020年ビジョンの表明へと大きな舵取りが行われています。

昨今の地球環境問題の悪化や原油価格高騰など自動車を取り巻く厳しい環境を考えるとき､さらに10年先を見据え

たビジョンをいち早く示されたことは評価できます。その内容も“国内から世界へ”、“技術”および“一人ひとりのマイ

ンド”の三つの“Breakthrough”を掲げられ、この報告書に示された活動内容とも合致しており、会社として目指す方向

がよく理解できます。

また、今年の報告書から環境に配慮して完全Web化が行われ､本文のページ数は昨年から減少しましたが、関連情

報が他のWebページで閲覧できるようになっており、全体としての情報量の増加と共にNet時代にふさわしい試みで

はないかと思います。

トヨタ車体に期待すること

有限会社 システム経営研究所 代表
特定非営利活動法人 日本環境管理監査人協会 副理事長

CEAR登録 ISO14001主任審査員、厚生労働大臣登録 労働安全コンサルタント(機械)
環境、労働安全の教育・コンサルティングに従事

山科 謙一

第三者意見
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自動車はあらゆる点で環境にはマイナス影響の大きいものですが、私達の生活には欠かせないものとなっている現

在、いかに環境と調和した活動を展開するかは自動車メーカーとしての社会的責任であることはいうまでもありません。

昨年同様、燃費向上や製造・物流における省エネルギー、軽量化およびリサイクル性向上を含む資源節約、環境負荷

物質の使用削減等々の環境に配慮した設計・製造はもとより、国内外での緑化活動等が紹介されており、環境問題に

対する積極的な取り組み姿勢は高く評価できます。

また、製品品質を通じたお客様や取引先とのかかわり、地域貢献活動、そして社員の活力を引き出す施策の数々など

企業としての社会的責任を網羅的に取り扱い、グラフや活動事例の紹介も豊富で読みやすい内容となっています。

今後に期待すること

今夏の洞爺湖サミット等での気候変動に関する議論など、ポスト京都議定書のCO2削減目標等が検討されています

が、2020年ビジョンを踏まえ“技術をBreakthrough”したCO2削減への到達目標や活動を今後示していくことが求め

られていると思います。

また、環境マネジメントの結果としての環境パフォーマンスを見るとき、連結データ等も含め個々の環境データは捉

えられていますが、トヨタ車体全体として環境マネジメントの成果が年度毎にどのように推移しているのかは判りにく

いものです。環境パフォーマンスを総合的に評価し経年比較する手法なども今後検討して頂ければと思います。

企業の活力を生み出す源は安全・快適な職場であるとして安全衛生マネジメントにも積極的に取り組まれています

が、目指す方向と目標を明確にして進めることが必要です。休業度数率の同業他社比は良い水準で推移していますが、

重大災害の未然防止が安全衛生活動の究極の目的と考えると災害強度率の推移も関心のあるところです。

トヨタ車体は、世界No.1のトヨタ車の一翼を担う企業として､ステークホルダーの期待は大きなものがあります。「2020

年ビジョン」の実現へ向けさらに研鑽され、発展されることを期待しております。
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発行

皆様のご意見、ご要望を是非お聞かせください。

トヨタ車体は、地球温暖化防止の国民運動である「チーム・マイナス6％」に参加。

①冷房温度は28度の設定、②夏季の軽装の奨励など、CO2排出量抑制に努めます。

地球温暖化防止の国民運動「チーム・マイナス6％」に参加

本 社

お問い合わせ

発 行

トヨタ車体株式会社

〒４４８ ー８６６６  愛知県刈谷市一里山町金山１００番地  TEL.０５６６ｰ３６ｰ２１２１

経営企画部

TEL.０５６６ ー３６ｰ７５１０　FAX.０５６６ｰ３６ｰ９１１３　E-mail  TY.KANKYOU@mail.toyota-body.co.jp.

２００8年９月（次回発行２００9年秋予定）

アンケートはこちらから（環境・社会報告書トップページにも記載しています）

click http://www.toyota-body.co.jp/

click http://www.toyota-body.co.jp/csr/contacts/enquete2008.html

経済性報告

http://www.toyota-body.co.jp/csr/contacts/enquete2008.html
http://www.toyota-body.co.jp/
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